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３
月
町
議
会
定
例
会
で
示
さ
れ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る

行
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
町
民
の
幸
せ
の

た
め
に
」
町
民
目
線
で
誠
心
誠
意
の
ま
ち
づ
く
り

渡辺俊一町長

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
を
受
け
、
２
期
目
の

町
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か

ら
２
年
が
経
と
う
と
し
ま
す
。

　
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り

を
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
と
も
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
関
係
で
は
、

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
お
り
、
足
寄
町
農

業
協
同
組
合
と
連
携
を
密
に
し
、
農
業
経
営
継

続
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
は
日
本
の
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
本
町
に
お
い
て
は
基
幹
産
業
の
農
林
業
の

振
興
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
過
疎
対
策
に

結
び
付
く
も
の
と
考
え
て
お
り
、
令
和
７
年
度

か
ら
始
ま
る
「
足
寄
町
第
７
次
総
合
計
画
」
や

「
第
３
期
足
寄
町
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
大
き
な
柱
で
あ
る

「
子
育
て
応
援
出
産
祝
金
贈
呈
・
保
育
料
等
完

全
無
償
化
・
学
校
給
食
費
無
償
化
・
足
寄
高
校

存
続
に
関
す
る
支
援
」
等
の
子
育
て
と
教
育
の

支
援
を
継
続
し「
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
町
、

足
寄
町
」
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
併
せ
て
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
場
を
創
出

す
る
た
め
の
取
り
組
み
、
時
代
の
変
化
に
合
っ

た
福
祉
施
策
を
進
め
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
や
障
が
い
の
あ
る
方
も
、
誰
も
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
今
後
も
人
口
は
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
職
員
数
も
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
る
と
考
え
、地
方
創
生
や
こ
ど
も
政
策
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
な
ど
を
は
じ

め
、
多
様
化
す
る
政
策
課
題
や
住
民
ニ
ー
ズ
に

可
能
な
限
り
対
応
す
る
た
め
、
20
年
ぶ
り
に
機

構
改
革
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
課
・
部
局
間
、
課
内
の
連
携
強
化
、
情
報
共

有
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
職
場
内
研
修
な
ど

を
通
じ
て
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
る
と
と
も

に
、
今
後
も
庁
内
Ｄ
Ｘ
の
推
進
状
況
や
国
の
制

度
改
正
等
に
応
じ
て
、
適
宜
、
体
制
の
見
直
し

を
図
り
ま
す
。

　
国
・
地
方
と
も
、
社
会
保
障
関
係
費
、
人
件

費
の
増
加
や
物
価
高
に
よ
り
、
行
政
経
費
が
増

大
し
、厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

町
民
目
線
で
誠
心
誠
意
、
足
寄
町
の
発
展
に
取

り
組
み
「
こ
の
足
寄
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
新
年
度
予
算
編
成
に
臨
み
ま

し
た
。

小
学
校
や
大
誉
地
小
学
校
の
改
修
、
総
合
体
育

館
暖
房
用
熱
交
換
器
更
新
な
ど
、
多
額
の
一
般

財
源
が
必
要
な
事
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

住
環
境
の
向
上
、
定
住
・
移
住
促
進
と
地
域
経

済
の
活
性
化
の
推
進

　
町
内
建
設
業
者
施
工
に
よ
る
住
宅
・
店
舗
等

の
新
築
お
よ
び
増
改
築
工
事
、
賃
貸
住
宅
整
備
、

空
き
家
解
体
等
を
対
象
と
し
た
「
住
環
境
・
店

舗
等
整
備
補
助
事
業
」
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
中
間
事
業
者
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、
返
礼
品
開
発
支
援
補
助
金
を
、
前
年
度
比

２
倍
の
予
算
額
を
計
上
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

寄
附
額
増
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
婚
世
帯
を
対
象
と
す
る
「
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
補
助
金
」
も
継
続
し
、
新
生
活
の
ス
タ

ー
ト
に
伴
う
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
新
生
活

を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
施
策
と
し
て
、
移
住
体
験
の
受

け
入
れ
な
ど
を
行
う
他
、
北
海
道
が
運
営
す
る

就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
対
象
と
な
る
求
人

や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
東
京
圏
か
ら
本
町
に

就
職
・
就
業
・
移
住
し
た
方
を
支
援
し
ま
す
。

公
共
施
設
・
財
産
の
管
理

　
安
全
性
と
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
旭

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
新
築
工
事
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
公
営
住
宅
で
は
、
栄
団

地
の
屋
根
・
外
壁
塗
装
工
事
、
北
星
団
地
の
解

体
を
行
い
ま
す
。

予
算
編
成
の
重
点
方
針

①
産
業
振
興
の
推
進

②
第
７
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
地
方
創
生

の
推
進

③
安
全
、
安
心
で
住
み
よ
い
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

④
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
推

進
⑤
学
び
と
文
化
の
町
づ
く
り
の
推
進

　
近
年
は
、
改
修
や
更
新
と
い
っ
た
長
寿
命
化

が
必
要
な
施
設
や
設
備
が
増
加
し
、
令
和
７
年

度
は
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
暖
房
配
管
改
修
、
螺
湾

畜
特
別
支
援
資
金
利
子
補
給
な
ど
の
制
度
や
経

営
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
に
規
模
拡
大
等

を
行
う
畜
産
農
業
者
に
対
す
る
無
利
子
の
畜
産

振
興
資
金
の
貸
し
付
け
を
継
続
し
ま
す
。

　
農
業
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
も
経
営
開

始
資
金
や
新
規
就
農
志
向
者
と
し
て
研
修
さ
れ
る

方
へ
の
実
習
奨
励
金
な
ど
の
幅
広
い
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
経
験
の
浅
い
経
営
者
の
指
導
等
も
関

係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
将
来

的
に
新
規
就
農
を
目
指
す
人
を
対
象
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
募
集
し
ま
す
。
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事

業
組
合
に
派
遣
し
て
知
識
と
経
験
を
積
ん
で
も
ら

い
、
新
規
就
農
志
向
者
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を

図
り
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
林
業
施
策
の
推
進

　
本
町
は
広
大
な
森
林
面
積
と
豊
富
な
森
林
資

源
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の
強
み
で

あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
を
柱
と
し
た
脱

炭
素
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
民
間
を
含
め

た
林
業
施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
足
寄
町
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）
に

基
づ
き
、
町
内
全
域
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
、緑
化
推
進
、

廃
棄
物
の
削
減
な
ど
に
よ
る
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
等
を
進
め
ま
す
。

　
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
森

林
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
、
森
林
施
業
の
実
施
や
森
林
保
全
を
進
め
、
健

全
な
森
林
資
源
の
維
持
造
成
を
推
進
し
ま
す
。

を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
帯
状
疱ほ
う
し
ん疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
も
町
独
自
事
業
で
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
、
町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
取
り

組
み
を
充
実
し
ま
す
。

温
泉
浴
場
の
運
営
お
よ
び
環
境
衛
生
対
策

　
町
営
温
泉
浴
場
「
銀
河
の
湯
あ
し
ょ
ろ
」
に

つ
い
て
、
く
つ
ろ
ぎ
と
健
康
増
進
の
場
を
提
供

す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
と
と
も
に
円
滑
な
運

営
を
進
め
ま
す
。

　
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て
、
啓
発
活
動
の
強
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の
充
実
等
を
進
め
、
食
品
ロ

ス
や
ご
み
発
生
を
抑
制
す
る
取
り
組
み
を
推
進

す
る
他
、
資
源
ご
み
集
団
回
収
や
生
ご
み
処
理

機
等
の
購
入
助
成
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

農
林
業
振
興
対
策

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
価
格
の
高
騰
で
、
非
常
に
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
町
の
農
業
が
こ

の
状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
基
盤
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
畑
作
経
営
に
は
「
土
づ
く
り
」

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
足
寄
町
農

業
協
同
組
合
が
実
施
す
る
「
耕
畜
連
携
地
力
増

進
事
業
」
を
支
援
し
、
堆
肥
や
発
酵
消
化
液
の

有
効
活
用
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道

遺
産
で
も
あ
る
ラ
ワ
ン
ぶ
き
の
安
定
的
な
生
産

体
制
維
持
と
生
産
農
家
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

苗
の
生
産
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　
畜
産
関
連
で
は
、
経
営
安
定
の
た
め
に
大
家

福
祉
施
策
の
推
進

　
障
が
い
児
者
施
策
に
つ
い
て
、
障
害
者
地
域
生

活
支
援
拠
点
施
設
と
連
携
し
、
相
談
対
応
や
居
住

支
援
な
ど
、
障
が
い
児
者
の
生
活
を
地
域
全
体
で

支
え
る
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
子
育
て
安

心
基
金
を
財
源
に
、
出
産
祝
金
の
支
給
を
は
じ

め
、
認
定
こ
ど
も
園
、
へ
き
地
保
育
所
、
家
庭

的
保
育
お
よ
び
学
童
保
育
所
の
保
育
料
等
完
全

無
償
化
を
継
続
し
ま
す
。

　
妊
婦
へ
の
支
援
給
付
・
妊
婦
等
包
括
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
妊
婦
等
の
身
体
的
・
精
神
的
ケ

ア
お
よ
び
経
済
的
支
援
を
目
的
に
給
付
金
の
支

給
や
妊
娠
期
か
ら
面
談
等
に
よ
る
子
育
て
支
援

を
行
う
他
、
令
和
６
年
度
に
導
入
済
み
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
母
子
モ
」
を
活
用
し
て

母
子
健
康
手
帳
、
予
防
接
種
や
乳
幼
児
健
診
履

歴
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
子
育
て
支
援
を
効

果
的
に
行
え
る
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
施
策
で
は
高
齢
者
支
援
課
総
合

支
援
相
談
室
を
中
心
に
「
医
療
と
介
護
・
保
健
・

福
祉
の
連
携
シ
ス
テ
ム
」
の
充
実
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
町
内
の
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
に
経
営
安
定
資
金
等
を
助
成
し
、
福
祉

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提
供
を
支
援
し
ま
す
。

　
介
護
人
材
の
確
保
・
育
成
事
業
と
し
て
、
修

学
資
金
貸
付
金
、
就
業
支
援
等
補
助
金
、
介
護

福
祉
士
資
格
取
得
等
補
助
金
な
ど
の
制
度
を
継

続
し
、
介
護
事
業
の
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

　
予
防
検
診
経
費
と
し
て
、
各
種
が
ん
検
診
の

ほ
か
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
検
診
費
用
の
助
成

Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
足
寄
町
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳

等
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
を
国
の
共
通
シ
ス
テ

ム
へ
移
行
す
る
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保

有
者
が
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
住
民
票
の
写
し
等
の
発
行
が
受
け
ら
れ
る
「
コ

ン
ビ
ニ
交
付
」
や
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
、

電
子
契
約
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
、
窓
口
で
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、
複
数
業
務
を
自
動
で
実

行
す
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
の
段
階
的
な
導
入
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
議
会
と
連
携
し
、
議
案
書
等
の
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
た
会
議
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

交
通
安
全
の
推
進

　
交
通
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
関
係
機
関
・

関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
一
層
の
交
通
安
全
思

想
の
普
及
啓
発
、
交
通
事
故
撲
滅
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

自
治
会
活
動

　
自
治
会
は
住
民
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し

て
い
く
た
め
に
防
犯
・
防
災
・
福
祉
な
ど
、
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
中
心
と
な
る
組

織
で
す
。
近
年
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
地
域
の
課
題
を
地
域
で

解
決
で
き
る
体
制
の
整
備
、
地
域
に
住
む
人
が

孤
立
せ
ず
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を

維
持
す
る
た
め
、
自
治
会
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　
常
勤
医
師
が
５
人
と
な
り
診
療
体
制
の
充
実

が
図
ら
れ
、
懸
案
だ
っ
た
看
護
師
等
医
療
従
事

者
の
確
保
も
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
職
員
の
定

着
化
と
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
住
民
の
健
康
と
福
祉
を
守
る
た
め
、
予
防
医

療
か
ら
早
期
治
療
な
ど
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
体
制
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
病
院
運
営
の
た
め
に
、
病
院
経

営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
、
人
口
減
少
や
社

会
情
勢
の
変
化
に
適
応
し
た
病
床
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

め
、
引
き
続
き
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
係
る

支
援
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
資
機
材

の
増
強
等
を
行
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

　
適
切
に
施
設
維
持
管
理
を
行
い
、
安
心
・
安

全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
つ
い
て
、

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
、
利
用
者
の
健
康
保
持
、
安
全
・

安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
づ
く

り
を
今
後
も
進
め
ま
す
。
ま
た
本
年
完
成
予
定

の
新
施
設
に
つ
い
て
、
11
月
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
移
行
準
備
を
進
め
ま
す
。

上
水
道
事
業

　
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
る

た
め
、
老
朽
管
路
の
更
新
と
道
路
整
備
に
伴
う

配
水
管
移
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

下
水
道
事
業

　
終
末
処
理
場
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の
点

検
結
果
に
基
づ
き
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　
既
設
汚
水
管
に
つ
い
て
は
、
高
圧
洗
浄
や
カ

メ
ラ
調
査
を
計
画
的
に
進
め
、
適
正
な
維
持
管

理
を
行
い
ま
す
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

　
柏
倉
中
央
橋
と
西
洋
橋
の
修
繕
工
事
を
行
う

と
と
も
に
、
令
和
８
年
度
以
降
の
修
繕
に
向
け

て
、
藤
見
橋
お
よ
び
白
樺
橋
な
ど
の
調
査
設
計

を
行
い
ま
す
。

道
路
ス
ト
ッ
ク
修
繕
事
業

　
総
合
計
画
に
基
づ
き
町
道
整
備
工
事
や
傷
ん

だ
舗
装
の
補
修
工
事
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等

を
進
め
ま
す
。

公
園
事
業

　
里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業
と
し
て
、
旧
青
少

年
会
館
か
ら
足
寄
高
校
西
側
に
あ
る
公
園
駐
車

場
ま
で
の
園
路
舗
装
工
事
を
行
う
他
、
散
策
路

階
段
の
修
繕
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

　
公
園
長
寿
命
化
修
繕
事
業
と
し
て
、
遊
具
等

の
保
守
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕

を
行
い
ま
す
。

消
防
体
制
の
推
進

　
消
防
体
制
に
つ
い
て
、
地
域
防
災
力
の
要
で

あ
る
消
防
団
員
の
確
保
と
装
備
の
充
実
を
図
り
、

消
防
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
第
３
分
団
（
芽
登
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

を
更
新
す
る
他
、
大
誉
地
消
防
団
詰
所
の
屋
根

塗
装
工
事
や
消
火
栓
３
基
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

防　
災

　
異
常
気
象
に
よ
る
大
雨
や
大
規
模
地
震
・
火

山
噴
火
、
大
規
模
停
電
等
の
災
害
に
備
え
る
た

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
に
、
森
林
整
備
の

推
進
、
林
業
人
材
の
育
成
と
担
い
手
確
保
、
適

正
な
森
林
施
業
の
実
施
と
健
全
な
森
林
資
源
の

維
持
造
成
な
ど
、
本
町
の
林
業
振
興
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
て
推
進
し
ま
す
。
ま
た
「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
に
関
す
る
各
種
取
り

組
み
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策

　
エ
ゾ
シ
カ
の
農
作
物
へ
の
被
害
が
年
々
増
え

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
足
寄

町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
に
基
づ
き
、
足
寄
町

農
業
協
同
組
合
、
農
業
関
係
団
体
、
猟
友
会
な

ど
と
一
体
と
な
っ
て
捕
獲
体
制
を
強
化
し
農
業

被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

商
工
観
光
振
興
対
策

　
円
安
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
、
物
価
高

騰
な
ど
に
よ
り
多
く
の
事
業
者
が
厳
し
い
経
営

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
足
寄
町
商
工
会
や
金

融
機
関
と
連
携
し
、
町
内
事
業
者
の
状
況
把
握

に
努
め
、
必
要
な
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
足
寄
ふ
る
さ
と
ラ

ワ
ン
ぶ
き
ま
つ
り
」「
足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
・

両
国
花
火
大
会
」
に
つ
い
て
、
実
行
委
員
会
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た

雌
阿
寒
岳
・
オ
ン
ネ
ト
ー
地
区
の
観
光
振
興
に

つ
い
て
も
、
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
や
関
係
団
体

等
と
連
携
し
、
魅
力
あ
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
の
規
模

一
般
会
計
１
１
１
億
４
８
７
万
２
千
円

　
（
昨
年
度
当
初
予
算
比
９
・
５
％
増
）

特
別
会
計　
　
41
億
４
９
６
１
万
８
千
円

　
（
昨
年
度
当
初
予
算
比
14
・
７
％
増
）

企
業
会
計　
　
21
億
５
４
２
４
万
２
千
円

　
（
昨
年
度
当
初
予
算
比
１
・
５
％
増
）

合　
計　
１
７
４
億
８
７
３
万
２
千
円

　
（
昨
年
度
当
初
予
算
比
９
・
６
％
増
）

　
限
り
あ
る
財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
健
全

財
政
の
堅
持
に
努
め
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財

政
運
営
と
働
き
方
改
革
を
進
め
る
一
方
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
、
誰
も
が

「
住
民
に
や
さ
し
い
役
場
」
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
議
会
と
の
連
携
の
下
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

令
和
７
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

豊
か
な
循
環
型
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

た
教
育
行
政
の
推
進

東海林弘哉教育長

教
育
行
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

　
社
会
や
経
済
の
先
行
き
に
対
す
る
不
確
実
性

が
高
ま
り
、
激
し
い
変
化
が
と
ど
ま
る
こ
と
の

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
心
身
や
社

会
的
に
良
い
状
態
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
持
続
で
き
る
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
機
会
を

提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
学
校
教
育
や
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
に
お
い

て
も
、
不
易
と
流
行
を
見
極
め
「
デ
ジ
タ
ル
」

と
「
リ
ア
ル
」
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
探
り
、

全
て
の
教
育
段
階
で
連
続
性
・
一
貫
性
を
も
ち

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
教
育
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
幅
広
い
世
代
と
連
携
・
協
働
し

支
え
合
え
る
「
人
づ
く
り
」
の
推
進
も
喫
緊
の

課
題
で
す
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
「
足
寄
町
第
７
次
総
合

計
画
」
お
よ
び
「
第
６
次
足
寄
町
教
育
振
興
基

本
計
画
」
な
ど
を
基
底
に
据
え
、
豊
か
な
循
環

型
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
教
育

行
政
を
推
進
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
可
能
性
を
引
き
出
す

教
育
の
推
進

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
や
Ｅ

Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
の

理
念
に
の
っ
と
っ
た
問
題
解
決
的
な
学
習
や
探

求
的
な
学
習
活
動
を
重
視
し
、
健
康
で
た
く
ま

し
い
体
、
豊
か
な
人
間
性
を
基
盤
と
し
た
新
し

い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
を
育
成
し

ま
す
。

　
特
に
町
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る
教
育
課
程

の
連
携
・
充
実
、
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
の
実
質

化
・
迅
速
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
小
・
中
・

高
等
学
校
で
連
携
・
協
働
し
、
１
人
１
台
端
末

を
活
用
し
た
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

を
実
現
す
る
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働

的
な
学
び
」
の
一
体
的
な
充
実
を
図
り
ま
す
。

学
び
の
機
会
を
保
障
し
質
を
高
め
る
環
境
の
確
立

　
い
じ
め
、
不
登
校
へ
の
対
応
や
関
係
機
関
と

連
携
し
た
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
に
よ
る
多
様
な
教
育
機
会
の
確
保
、
安
全
教

育
に
つ
い
て
も
、
組
織
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
各
学
校
に
お
い
て
は
、
自
立
型
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
展
開
し
て
教
職
員
の
心
理
的
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
に
も
「
人
づ
く
り
の
町
構
想
」
を

生
か
し
た
人
材
育
成
や
働
き
方
改
革
、
不
祥
事

防
止
と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題
に
し
っ
か
り
向
き

合
っ
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
不
登
校
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
や
関
係

機
関
と
の
連
携
も
図
り
、
一
体
的
に
取
り
組
み

を
推
進
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
そ
の
他
、
教
育
相
談
の
機
能
を
生
か
し
た
道

徳
教
育
や
道
徳
科
の
充
実
、
高
校
教
育
ま
で
を

つ
な
ぐ
国
際
理
解
教
育
、
ふ
る
さ
と
教
育
や
キ

ャ
リ
ア
教
育
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育

の
徹
底
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
、
栄
養
教
諭

と
連
携
し
た
食
育
、
表
現
力
・
創
造
力
を
高
め

る
読
書
活
動
の
推
進
、
体
力
向
上
に
も
確
実
に

取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
き
め
細
か
な
複
式

教
育
や
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
特
別

支
援
教
育
も
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

地
域
学
校
協
働
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
関
係
機
関

と
の
一
体
的
な
取
り
組
み
を
強
化
し
、
地
域
の

諸
課
題
を
主
体
的
・
協
働
的
に
解
決
し
て
い
け

る
よ
う
、
多
様
で
包
括
的
な
組
織
と
し
て
の
運

営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

コミュニティ・スクール 英語授業ふるさと給食
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国
際
交
流
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
教
育
機
関
で
あ
る

「
北
海
道
立
青
少
年
体
験
活
動
支
援
施
設
ネ
イ

パ
ル
足
寄
」「
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林
」、
本

町
の
象
徴
的
な
学
術
施
設
で
あ
る
「
足
寄
動
物

化
石
博
物
館
」
と
の
連
携
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

家
庭
教
育
・
青
少
年
教
育
・
成
人
教
育

　
地
域
学
校
協
働
活
動
に
結
び
つ
く
「
家
庭
教

育
学
級
」
や
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

「
す
く
す
く
」、
人
間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ

る
青
少
年
教
育
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
踏
ま

え
た
自
然
体
験
活
動
「
す
す
め
！
あ
し
ょ
ろ
☆

冒
険
王
」
で
は
、
多
様
な
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
成
人
教
育
や
、

女
性
が
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
活
躍
で
き
る
機

会
や
情
報
の
共
有
、
高
齢
者
向
け
の
１
０
０
年

塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
等
、
豊
か
な
学
び

合
い
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
年
代
で

足寄高校生海外研修派遣事業

生
涯
学
習
施
設

　
生
涯
学
習
施
設
、
特
に
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
強
化
を
目
指
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
の
他
、
魅
力
あ
る
事
業
を

構
築
し
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の
取
り
組
み
を

契
機
と
し
て
、
指
導
者
の
育
成
や
指
導
体
制
の

整
備
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
勝
東
北
部
３

町
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

図書館イベント 英会話教室

【
足
寄
高
等
学
校
教
育
振
興
の
推
進
】

　
足
寄
高
等
学
校
の
存
続
・
２
間
口
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
足
寄
高
等
学
校
振

興
会
等
関
係
団
体
と
連
携
・
協
議
し
、
海
外
研

修
派
遣
事
業
等
こ
れ
ま
で
の
振
興
策
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
教
育
活
動
、
校
外
生
活
を
通
し

て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
高
ま
る
よ
う
、
支
援

し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
連
携
・
協
働

を
は
じ
め
、
主
体
的
に
課
題
に
向
き
合
う
力
を

身
に
付
け
さ
せ
る
「
総
合
的
な
探
求
」
へ
の
支

援
も
継
続
し
ま
す
。

すすめ！あしょろ☆冒険王女性のつどい

　
『「
学
ぶ
・
育
て
る
・
さ
さ
え
あ
う
」
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
』
を
基
本
理
念
と
し
た

第
６
次
足
寄
町
教
育
振
興
基
本
計
画
を
踏
ま
え

「
地
域
と
歩
む
持
続
可
能
な
教
育
の
実
現
」
と

し
て
、
足
寄
な
ら
で
は
の
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
に
向
け
た
家
庭
教
育
や
社
会
教
育
等
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
特
に
変
動
性
、
不
確
実
性
、
複
雑
性
、
曖
昧

性
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
も

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

多
様
で
包
摂
性
の
あ
る
学
び
合
い
を
通
し
て
「
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
絆
を
強
化
す
る
基
盤
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
検
証
・

改
善
サ
イ
ク
ル
を
生
か
し
た
柔
軟
な
事
業
の
展

開
に
よ
り
、
世
代
を
超
え
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
が
循
環
し
て
い
く
環
境
を
目
指
し
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

　
北
海
道
足
寄
高
等
学
校
（
石
橋
栄
校
長
、

以
下

：

足
寄
高
校
）
は
、
今
年
で
開
校
76
年

を
迎
え
る
十
勝
管
内
有
数
の
伝
統
校
で
、
卒

業
生
は
、
十
勝
管
内
は
も
と
よ
り
、
全
道
・

全
国
・
海
外
の
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
全
道
的
に
少
子
化
や
過
疎
化
が
進
む
中
、

足
寄
高
校
も
入
学
者
数
の
減
少
が
進
み
、
平

成
２
年
ま
で
の
５
間
口
を
ピ
ー
ク
に
平
成
13

年
以
降
は
２
間
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
教
育
委
員
会
が
策
定
す
る
「
公
立

高
等
学
校
配
置
計
画
」
で
は
、
１
学
年
１
間

口
と
な
っ
た
場
合
、
将
来
的
に
再
編
整
備
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
足
寄

高
校
存
続
の
た
め
に
は
１
学
年
２
間
口
（
41

人
以
上
）
の
入
学
者
確
保
が
必
要
で
す
。

　
地
元
か
ら
高
校
が
な
く
な
る
と
、
中
学
卒

業
生
の
進
路
範
囲
の
限
定
化
や
他
市
町
村
へ

の
進
学
に
よ
る
保
護
者
の
費
用
負
担
増
加
と

人
口
流
出
な
ど
、
地
域
活
力
の
低
下
や
衰
退

を
招
き
、
直
接
的
・
間
接
的
な
影
響
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
足
寄
高
校
の
存
続
は
地
域
の

存
続
を
図
る
上
で
中
心
的
か
つ
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
町
は
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
入
学
者
確
保
に
向
け
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
そ
の
成
果
と
支
援
策
を
紹
介
し

ま
す
。

※
間
口
～
学
級
数
の
こ
と
。
１
間
口
の
生
徒

数
は
40
人
。

　
町
は
新
入
生
の
減
少
で
１
学
年
１
間
口
と

な
っ
た
平
成
23
年
度
以
降
、
足
寄
高
校
存
続

の
た
め
、
資
格
検
定
料
や
海
外
研
修
費
の
補

助
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
２
間
口
確
保
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
に
再
び
１
間

口
と
な
る
厳
し
い
経
験
も
あ
り
ま
し
た
が
、

学
力
向
上
の
た
め
の
公
設
民
営
塾
の
設
置
や

給
食
の
無
償
提
供
、
下
宿
機
能
を
併
せ
持
つ

多
目
的
交
流
施
設
を
開
設
す
る
な
ど
、
足
寄

高
校
へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
策
が
実
を
結
び
、
平
成
29

年
度
に
は
17
年
振
り
に
入
学
者
が
60
人
と
な

り
、
７
年
振
り
と
な
る
全
学
年
２
間
口
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
数
の
増
加
に
伴
い

部
活
動
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
生
徒
の
入
学
者
は
44
人
の
う
ち
、

足
寄
中
学
校
か
ら
は
30
人
が
入
学
。
地
元
以

外
か
ら
の
新
入
生
人
は
隣
町
の
陸
別
町
６
人

の
ほ
か
、
帯
広
市
や
浦
幌
町
な
ど
か
ら
の
入

学
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
の
地

元
か
ら
の
進
学
率
は
58
％
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
数
年
７
割
前
後
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
新
入
生
は
44
人

　
　
　
　
　
２
間
口
確
保
！

「だから、足高へ行く。」「だから、足高へ行く。」
足寄町は「足寄高校」の特色ある学校づくりを応援します。
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令
和
６
年
度
卒
業
生　
進
路
決
定
・
合
格
先

山下　日和さん
札幌医科大学

　進学のきっかけは、元々海
外が好きで、カナダ研修に行
けることが一番の決め手でし
た。
　部活動では、バドミントン
部に所属していました。３年
間の活動を通して、人として

も成長できたと思います。　
　３年生になってから毎日のように塾に通ってい
ましたが、先生方が温かく迎えてくれて、勉強に
対するモチベーションアップにつながりました。
　将来は国内・国外で活躍する助産師になりたい
です。

　進学のきっかけは、塾や検
定などを無償で受けることが
でき、町からのサポートが手
厚いと思ったからです。
　生徒会に所属していて、学
校祭などを生徒会が主催して
いたので、人を引っ張る力・

まとめる力がついたと思います。
　進路活動では、進学か就職か迷っている時に先
生方が相談に乗ってくれて、納得のいく進路を選
ぶことができました。
　足高は頑張りたい人には頑張れる環境が整って
いる学校だと思います。

　足高に進学したきっかけは、
兄二人が足高に通っていたの
と、家から通いやすかったか
らです。
　３年間の思い出は修学旅行
で、ユニバーサルスタジオジ
ャパン（ＵＳＪ）に行ったこ

とが一番思い出に残っています。
　カナダ研修では、言語の違いに苦労しましたが、
ホストファミリーが優しく接してくれたので、楽
しむことができました。
　就職後は自分の行動に責任をもって頑張りたい
です。

　足寄高校野球部の池田監督
の下で野球がしたいと思い、
足高に進学しました。部活動
では、３年間を通してさまざ
まなことを経験することがで
きました。
　下宿生活では、親元を離れ

る不安はありましたが、同じ下宿の同級生などと
協力して楽しく生活することができました。
　足高は検定や模試などが無償で受けられるので、
進路活動に生かすことができました。
　新社会人として精いっぱい仕事に頑張りたいで
す。

町田　愛美さん
北海学園大学

渡邊　紗希さん
㈱十勝大福本舗

矢野　順也さん
鹿追町

令和６年度卒業生にインタビュー

～高校生活を振り返って～

進
学

「
４
年
制
大
学
」

（
国
公
立
大
学
）

●
室
蘭
工
業
大
学
●
釧
路
公
立
大
学
●
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
●
札

幌
医
科
大
学

（
私
立
大
学
）

●
札
幌
大
学
●
酪
農
学
園
大
学
●
北
海
道
武
蔵
女
子
大
学
●
札
幌
国
際

大
学
●
札
幌
学
院
大
学
●
北
海
学
園
大
学
●
北
海
道
文
教
大
学
●
天
使

大
学
●
北
海
道
情
報
大
学
●
北
海
商
科
大
学
●
東
京
未
来
大
学
●
大
手

前
大
学
●
日
本
赤
十
字
北
海
道
看
護
大
学

「
短
期
大
学
」

（
私
立
）

●
帯
広
大
谷
短
期
大
学

「
専
門
学
校
」

●
帯
広
コ
ア
専
門
学
校
●
北
海
道
理
容
美
容
専
門
学
校
帯
広
校
●
札
幌

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ー
ト
専
門
学
校
●
大
原
法
律
公
務
員
専
門
学
校
●
札

幌
ス
ポ
ー
ツ
＆
メ
デ
ィ
カ
ル
専
門
学
校
●
北
海
道
美
容
専
門
学
校
●
専

門
学
校
北
海
道
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
●
北
海
道
ハ
イ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
専
門
学
校
●
北
海
道
ど
う
ぶ
つ
・
医
療
専
門
学
校

就
職

（
公
務
員
）

●
北
海
道
●
北
海
道
警
察
●
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
●
足
寄
町
●

幕
別
町
●
鹿
追
町

（
民
間
企
業
）

●
㈲
後
藤
組
●
佐
々
木
畜
産
㈱
●
㈱
た
い
せ
つ
●
㈱
藤
森
商
会
●
社
会

福
祉
法
人
清
水
旭
山
学
園
●
㈱
グ
ラ
ン
ベ
ル
ホ
テ
ル
●
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ

リ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
北
海
道
支
社
●
ば
ん
え
い
十
勝
●
オ
ム
ロ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
北
海
道
㈱
●
㈱
十
勝
大
福
本
舗
●
㈱
登
別
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル

詳　
細　
教
育
委
員
会
教
育
支
援
担
当

�

☎
25

－

３
１
８
８

　　　
今
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
足
寄
高
校

生
の
自
己
実
現
を
支
え
て
き
た
足
寄
町
学
習
塾

を
紹
介
し
ま
す
。　

　
こ
の
学
習
塾
は
、
足
寄
高
校
生
を
対
象
と
し

た
公
設
民
営
塾
と
し
て
足
寄
町
が
開
設
し
、
全

国
で
学
習
塾
を
展
開
す
る
㈱
Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
47
が

運
営
し
て
い
ま
す
。

　
足
寄
高
校
の
学
力
向
上
を
支
援
し
、
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
を
か
な
え
る
こ
と
で
、
同
校
の
魅

力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
入
学
希
望
者
の
増
加
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
し
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
足

寄
町
で
育
ち
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
つ
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
存
続
・
活
性
化

の
鍵
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
足
寄
町
学
習
塾
」
で
自
己
実
現
を
！

　
専
任
講
師
が
そ
ば
で
学
習
を
支
援
す
る
「
個

別
指
導
」
と
、
一
流
講
師
陣
に
よ
る
授
業
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
「
映
像
指
導
」
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
の
指
導
シ
ス
テ
ム
で
学
力
向
上
を
図

り
ま
す
。

公設民営塾「足寄町学習塾」

映像授業や自習を行う映像授業や自習を行う
個室ブース個室ブース

講師が直接指導を行う講師が直接指導を行う
個別指導ルーム個別指導ルーム

　
学
習
塾
で
は
足
寄
高
校
生
や
翌
年
度
に
足
寄

高
校
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方
向
け
に
見
学
を

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
学
習
塾
を
活
用
し
て
将
来
の
思
い
描
く
進
路

を
つ
か
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

別
府
真
治
於
さん
（
新
２
年
生
）

　
私
は
帯
広
市
出
身
で
、
下
宿
か
ら
通
塾
し
て

い
ま
す
。

　
学
習
塾
で
は
、
主
に
定
期
テ
ス
ト
や
模
試
の

他
、
英
検
取
得
に
向
け
た
学
習
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
学
習
塾
で
は
自
分
に
合
っ

た
ペ
ー
ス
で
学
習
が
で
き
る
の

で
、
勉
強
が
苦
手
な
人
も
成
長

を
実
感
で
き
ま
す
。

和
賀
美
衣
菜
さん
（
新
３
年
生
）

　
私
は
高
校
１
年
生
の
頃
か
ら
学
習
塾
に
通
い

始
め
ま
し
た
。

　
苦
手
教
科
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
検

定
や
受
験
対
策
も
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

え
ま
す
。
ま
た
、私
は
町
外
か
ら
バ
ス
で
通
い
、

生
徒
会
に
も
所
属
し
て
い
ま
す

が
、
負
担
が
掛
か
ら
ず
安
心
し

て
通
塾
で
き
ま
す
。

中
原
優
太
さん
（
令
和
７
年
３
月
卒
塾
）

　
私
は
高
校
生
活
の
３
年
間
、
学
習
塾
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
状
況
に
合
わ
せ
て
指

導
し
て
く
れ
た
り
、
と
て
も
親
身
に
な
っ
て
進

路
相
談
に
対
応
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
学
習
塾
の
雰
囲
気
が
明
る

く
、
講
師
の
方
々
も
親
切
で
教

わ
り
や
す
い
の
も
良
い
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。

利
用
者
（
塾
生
）
の
声

指
導
シ
ス
テ
ム

　
「
個
別
指
導
ル
ー
ム
」「
個
室
ブ
ー
ス
」
の
二

つ
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
生
徒
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
べ
る
環
境
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

二
つ
の
学
習
ス
ペ
ー
ス

塾
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
足
寄
町
学
習
塾
に
赴
任
し
て
４
年
目
に
入
る

大
山
で
す
。
町
内
で
買
い
物
や
食
事
を
す
る
と

生
徒
や
保
護
者
か
ら
「
塾
長
～
」
と
声
を
掛
け

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
、
少
し
ず
つ
塾
長

と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
た
か
な
？
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
新
年
度
が
始
ま
り
、
新
た
な
出
会
い
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
足
寄
町
学
習
塾
は
大
学
進
学
か

ら
就
職
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

生
徒
の
ご
入
塾
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大山敦人塾長
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令和７年４月１日から役場の機構が一部変わりました令和７年４月１日から役場の機構が一部変わりました

「誰もが安心して暮らせる豊かで活気あふれるまち」の実現に向けて

〇機構改革の必要性

〇機構改革の内容

これまで（令和７年３月31日まで） これから（令和７年４月１日から）

課　名 室　名 担当名 課　名 室　名 担当名

総務課

総務室
総務
職員
情報管理
広報広聴 総務課

総務室
総務
職員
防災

企画財政室
財政
企画調整

財政・デジタ
ル推進室

財政
デジタル推進
契約

まちづくり推進課
地域振興室 企画調整

地方創生

契約財産室 契約
財産管理 商工観光室 商工観光

広報広聴

福祉課

保健福祉室
福祉
保健推進
子育て推進 こども・健康課

保健福祉室 変更なし

子どもセンター 子どもセンター 変更なし

総合支援相談室
介護保険
地域包括支援
センター
高齢者福祉 高齢者支援課

総合支援相談室 変更なし

特別養護老人
ホーム

特別養護老人
ホーム 変更なし

　これまで12部門（11課長等）の課・部局を13部門（12課長等）に再編しました。
　組織の主な変更内容は次のとおりです。

　今までの足寄町役場の組織機構は平成17年７月に見直しを行ったものでした。
　近年、人口減少や少子高齢化の加速、激甚化する自然災害、生命に影響を及ぼす感染
症のまん延など、市町村を取り巻く情勢が大きく変化している中で、地域の特徴を生か
した自律的で持続可能なまちづくりを進めるため、現代の課題に対応できる、町民の皆
さんに分かりやすく利用しやすい、効率的でスリムな行政組織へ見直す必要がありました。

これまで（令和７年３月31日まで） これから（令和７年４月１日から）

課　名 室　名 担当名 課　名 室　名 担当名

住民課
住民室

戸籍年金
住民生活
保険

住民・出納課

住民室
戸籍年金
住民生活
環境衛生
保険

税務室 課税
収納 税務室 変更なし

出納課 出納室

経済課

農業振興室
農政
畜産
農村整備

農林課

農業振興室 変更なし

林業振興室 林業振興
ゼロカーボン
推進室

林業振興
ゼロカーボン
推進商工観光振興室 商工観光・エ

ネルギー

建設課

建設室
土木
建築
地籍調査
管理・都市計画

建設課

建設室

土木
建築
財産管理
地籍調査
管理・都市計画

上下水道室 上下水道業務
上下水道工務 上下水道室 変更なし

車両室 車両管理・運行
道路維持 車両室 変更なし

＜主な内容＞

・「総務課」を管理部門を集約した「総務課」と、町の振興・ＰＲ部門を集約した「まちづくり推進課」
に分けました。「まちづくり推進課」には「（旧）経済課」の「商工観光担当」を移しました。

・「経済課」を「農林課」に変更しました。足寄町の強みである林業を中心としたゼロカーボン施策を推
進するため、「林業振興室」を「ゼロカーボン推進室」に変更し、新たに「ゼロカーボン推進担当」を
設けました。

・「建設課」には「（旧）総務課」の「財産管理担当」を移し、公営住宅や公共施設の維持管理、町有地管
理の連携体制強化を図ります。

○「協働のまちづくり」にご協力をお願いします
　今後、人口減少がさらに進むと、地域経済の縮小や地域の担い手不足、生活サービス水準の低下など、
さまざま問題が生じることが想定されます。
　人口減少をできるだけ抑えながら、人口が減少しても安心して暮らし続けられる豊かで活気あふれるま
ちの実現に向けて、新しい機構の下、職員の意識改革を進めるとともに、足寄町の潜在的な能力を最大限
に発揮し、住民の皆さんと共に考え、役割を分担し、協力し合う「協働のまちづくり」を進めていきます。

※国民健康保険病院、農業委員会事務局、教育委員会事務局、議会事務局、監査委員事務局、消防課の体
制は変更ありません。
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卒

業

・
卒

園

お

め

で

と

う

卒

業

・
卒

園

お

め

で

と

う

３/14　足寄中学校３/14　足寄中学校３/１　足寄高等学校３/１　足寄高等学校

３/24　大誉地小学校３/24　大誉地小学校３/24　足寄小学校３/24　足寄小学校

３/24　芽登小学校３/24　芽登小学校 ３/24　螺湾小学校３/24　螺湾小学校

３/21　認定こども園どんぐり３/21　認定こども園どんぐり ３/21　芽登保育所３/21　芽登保育所

３/21　上利別保育所３/21　上利別保育所 ３/21　螺湾保育所３/21　螺湾保育所

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

長年の教育活動をたたえて
　文部科学大臣優秀教職員表彰を受賞した足
寄小学校の程野純貴教諭の表彰伝達式が町教
育委員会で行われ、東海林弘哉教育長から表
彰状が手渡されました。また、学校教育の向
上に貢献した学校を表彰する十勝管内教育実
践表彰で足寄小学校（大宮秀夫校長）が表彰
され、大宮校長から町教育委員会への受賞報
告も併せて行われました。

3/13/1

3/33/3

介護用品に触れる

足高生徒が最優秀賞を受賞
　足寄高等学校（石橋栄校長）で「絆づくり
メッセージコンクール」の表彰伝達式が行わ
れました。
　本年度、ことば・メッセージ部門（高校生
の部）で仁木柚花さん（１年）が北海道教育委
員会最優秀賞を受賞し、同じく松村詩音さん（２
年）が十勝教育局奨励賞を受賞し、十勝教育
局の新山知邦局長から賞状が手渡されました。

2/272/27
　螺湾小学校（竹島浩校長）で「車いす・介
護ロボット体験授業」が行われ、児童10人が
参加しました。児童らは、二つのグループに
分かれ「車いす乗車体験」「介護ロボット体験」
を行いました。介護ロボットでは、移乗サポ
ートロボットやコミュニケーションロボット
の体験をした他、車いす乗車では、一般的な
車いすや電動車いすの乗車体験をしました。

2/282/28

読書感想文コンクール
　第48回読書感想文コンクール（町教育委員
会主催）の表彰式が町民センターで開催され
ました。コンクールには、町内の小中学校か
ら379点の応募があり、43点の作品が入賞し
ました。
　受賞者を代表して沼田かりなさん（足寄中３
年）が「これからたくさんの本を読んで、本
から得たことを人生に生かしていきたいと思
います」とあいさつしました。

写真左から石橋校長、松村写真左から石橋校長、松村ささんん、仁木、仁木ささんん、新山局長、新山局長

写真左から大宮校長、程野教諭、東海林教育長写真左から大宮校長、程野教諭、東海林教育長
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　北海道町村等監査委員協議会表彰の伝達式
が役場で行われ、代表監査委員の川村浩昭さん

に渡辺俊一町長から表彰状が伝達されました。
　川村さんは、平成21年４月から16年にわたり
代表監査委員として、地方自治の進展に寄与
されています。表彰を受けて川村さんは「これ
からも、町のためにできることをしていきた
い」と述べました。

町の施設・交通機関を体験

3/73/7

　第34回町民芸術祭（実行委員会主催）が町
民センターで開催され、１３０人が参加しま
した。開会に先立ち、高橋房男副実行委員長
が「日頃の練習の成果を十分に発揮できるよ
う、精いっぱい頑張ってください」とあいさ
つしました。ステージでは、舞踊や楽器演奏、
カラオケ、落語、バレエなどが披露され、観
客からは大きな拍手が起こりました。

町民芸術祭 3/93/9

楽しく英語を学ぼう！

功績をたたえて

　へき地にお住まいの方の外出支援や公共交
通機関、公共施設を継続して利用してもらう
ことを目的とした「患者輸送車＆あしバス　
モデルツアー」が開催されました。
　参加者らは「図書館ルイカ」での利用体験
や実際にあしバスに乗って「銀河の湯あしょ
ろ」を訪れるなど、町の施設や交通機関を利
用しました。

3/63/6
　英会話教室「Ｃｏｍｅ　ｏｎ　ｄｏｗｎ　
ｔｏ　Ｅｎｇｌｉｓｈ」（町教育委員会主催、
全３回）が国際交流員のカミール・エスペリ
ータさんとトーマス・クリスティさんを講師に町
民センターで行われ、５人が参加しました。
　参加した足寄高等学校の尾野啓介さん（１年）
は「教室はとても楽しく、あっという間の時
間だった」と感想を話しました。

3/63/6

こども・健康課保健推進担当からお知らせ

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

詳　細　役場こども・健康課保健推進担当　☎２５－２５７１

（１）高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の一部助成について

（２）帯状疱疹ワクチン予防接種の一部助成について

■助成対象者
　接種日時点で本町に住民票があり、過去に高齢者肺炎球菌ワクチンを一度も受けたことがない方で、
次の①または②に該当する方
①接種日時点で65歳の方
②60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障
がいのある方（身体障害者手帳１級相当の方）
■接種方法　
①町内の医療機関に希望する日の１週間前までにご予約ください。
　町国保病院　☎２５－２１５５、ホームケアクリニックあづま　☎２５－５０５０
②受診の際に、マイナンバーカードなど住所や年齢が確認できるものを持参してください。
■接種回数　１回
■自己負担額　２，０００円（予防接種費から町助成額６，２５７円を控除した額）
※生活保護受給者の方は無料です。接種には証明書が必要となりますので、事前に保健推進担当まで
ご連絡ください。
■接種期間　令和８年３月31日㈫まで

■助成対象者
①定期接種
・接種時点で本町に住民票があり、年度内に65歳を迎える方
※本年度から令和11年度まで５年間の経過措置として、その年度内に70、75、80、85、90、95、１０
０歳を迎える方も対象となります。本年度に限り１００歳以上の方も対象となります。

・60歳以上65歳未満の方で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害があり、日常生活がほと
んど不可能な方（身体障害者手帳１級相当の方）

②任意接種
　接種日時点で本町に住民票があり、接種日に満50歳以上の方（①定期接種を除く）
■接種方法　
①町内の医療機関に希望する日の１週間前までにご予約ください。
　町国保病院　☎２５－２１５５、ホームケアクリニックあづま　☎２５－５０５０
②受診の際に、マイナンバーカードなど住所や年齢が確認できるものを持参してください。
■接種費用
・組み換えワクチン（シングリックス）
　接種回数：２回※２回目は１回目の接種から原則２カ月後、遅くとも６カ月後までに接種
　個人負担：１万円×２回　
　助成金額：１万円×２回※接種費用２万円のうち１万円を助成
・生ワクチン（ビケン）
　接種回数：１回
　個人負担：３，８００円
　助成金額：３，８６７円※接種費用７，６６７円のうち３，８６７円を助成
※生活保護受給者の方については、各接種費用を上限に助成します。接種には証明書が必要となりま
すので、事前に保健推進担当までご連絡ください。

※助成制度の利用は、いずれかのワクチンで生涯一度限りとなりますので、ご注意ください。
■接種期間　令和８年３月31日㈫まで

お知らせ

Ashoro

Info
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Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

こども・健康課保健推進担当からお知らせ

（３）ヘリカルＣＴ肺がん検診・ＰＥＴがん検診のお知らせ

検 診 名 対　象　者 助成対象人数 料　　　金

ヘリカルＣＴ
肺がん検診

・30歳以上の町民
（平成８年４月１日以前に生まれた方）
＊ただし、助成対象は３年に１度と
なります。令和５年度・令和６年度
に助成を受けた方は助成の対象にな
りません。

先着10人 自己負担　10,000円
※町助成　10,020円

ＰＥＴがん検診 先着35人 自己負担　60,130円
※町助成　10,000円

申込期間　令和８年１月30日㈮まで
受診期間　令和８年３月31日㈫まで
実施機関　ヘリカルＣＴ肺がん検診 : 町国民健康保険病院
　　　　　ＰＥＴがん検診 : 社会医療法人　北斗　北斗病院（帯広市）
そ の 他　�検診結果は病院から町にも報告されます。個人情報については健康づくり目的以外には

使用しません。

（４）母子健康手帳交付のお知らせ
■届け出時の持ち物
　・マイナンバーカード　※マイナンバーカードがない場合は、マイナンバー通知カードと身分証明
　　書（運転免許証やパスポート等）をご持参ください。
　・�出産応援ギフト申請のために、妊婦本人の通帳またはキャッシュカード（母子手帳交付時に写し

を取ります）
■交付方法
※発行には書類記入や体調確認、申請等で１時間程度かかります。
担当者が不在の場合もありますので、お手数ですが、事前に母子手帳を取りに来られる日時を必
ず予約してください。

※やむを得ない理由により代理人の方が届け出される場合は、妊婦本人のマイナンバ
ーの提示、代理人の身元確認および委任状の提出が必要です。

■場　　所　役場１階　こども・健康課保健推進担当（役場正面玄関より左へ）
■受付時間　平日　午前８時35分～午後５時５分
詳細・申込先　役場こども・健康課保健推進担当　☎２５－２５７１

町防災行政無線戸別受信機の受
け取り・返却はお済みですか？足寄消防団連合演習を行います

　足寄消防団による連合演習を行います。消防
団員が日頃の訓練の成果を披露する貴重な機会
ですので、ぜひご覧ください。
　また、当日は午前８時にサイレン吹鳴を行い
ますので、火災とお間違えのないようにご注意
ください。

日時　５月11日㈰　午前10時～
場所　役場駐車場

　町では、町内の全世帯と事業所に防災無線戸
別受信機の貸し付けを行っています。戸別受信
機を設置すると、聞こえづらいなどの問題を解
消し室内で情報を聞くことができるようになり
ます。戸別受信機の貸し付けは、役場２階総務
課にて行っています。
　また、すでに設置している方
で町外に転出される方は返却を
お願いします。

詳細　足寄消防署　☎２５－２６１９ 詳細　役場総務課防災担当　☎２５－２１４１

母子健康手帳
交付予約

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

皆さんのまちづり活動を応援します！

詳細・申し込み先　役場まちづくり推進課企画調整担当　☎２８－３８５１

　町では、町民の皆さんのまちづくりに対する“想い”や“気付き”からはじまる創意工夫にあふれ
た活動を支援し、住民参加によるまちづくりの推進と協働による魅力的なまちの実現を目的として「足
寄町まちづくり活動支援補助金」を交付します。詳しくは、４月第２金曜日の回覧や町ホームページ
をご覧いただくか、企画調整担当までご連絡ください。
対象団体
・法人格を有していないこと（特定非営利活動法人を除く）
・構成員が３人以上で、その過半数が町内在住、在勤、在学していること　など
対象となる活動　次の要件を満たす、公益的かつ新たなまちづくり活動が対象となります
・町内で実施される活動であること
・地域の課題などに自主的に取り組む活動や地域の活性化等につながる活動であること
・環境や福祉、文化、スポーツなど各分野で町民を対象にしたまちづくり活動であること　など
補助金額
　活動に要する対象経費に対して上限30万円
申請期限
　５月９日㈮　※申請状況に応じて追加募集を行う場合があります。
令和６年度補助金活用事業の事例
・「大誉地夏祭り２０２４」１００人来場
・「アイカップフェスト２０２４」１８０人来場

自衛官募集事務に係る対象者情報
の提供について

　町では、自衛隊法施行令第１２０条に基づく
依頼により、防衛大臣に対し自衛官などの募集
事務に係る募集対象者情報（住所・氏名・性別・
生年月日）を提供しています。
　自衛隊に自分の個人情報の提供を望まない方
は、除外申請の手続きをしていただくことによ
り、自衛隊へ提供する情報から除外しますので
申請書を提出してください。
受付期間　５月７日㈬まで
対象者　足寄町に住民記録があり令和７年度に
　　　　次の年齢になる方
　　　　・18歳となる方（平成19年４月２日～
　　　　　平成20年４月１日生まれ）
　　　　・22歳となる方（平成15年４月２日～
　　　　　平成16年４月１日生まれ）
申請者　本人または保護者等
申請方法　持参または郵送で申請してください。
※申請書は、役場総務課窓口と町ホームページ
に用意しています。

詳細　役場総務課総務担当　☎２５－２１４１

里見が丘公園の出入口が変更にな
ります

　６月から、里見が丘公園内の園路舗装工事を
行います。工事終了後は、総合体育館側よりパ
ークゴルフ横駐車場、キャンプ場へ進むことに
なります。
工事期間：６月～８月下旬
※工事期間中もキャンプ場は利用できます。

詳細　役場建設課管理・都市計画担当　
　　　☎２８－３８６５

足寄高校足寄高校 野球場

総合体育館総合体育館

パークゴルフ場横
駐車場

キャンプ場

旧青少年会館

スキー場

大誉地夏祭り２０２４

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info
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総
合
計
画
は
、
市
町
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
計

画
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
足
寄
町
が

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
や
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
施
策
等
を
定
め
る
重
要
な
計
画
で

す
。

　
本
町
で
は
、
昭
和
43
年
に
総
合
計
画
を
策

定
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
６
期
に
わ
た
り
総

合
計
画
を
策
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
６
次
総
合
計
画
で
は
「
緑
の
大
地
に

あ
ふ
れ
る
幸
せ 

安
全
で 

安
心
な
ま
ち 

あ

し
ょ
ろ
」
を
ま
ち
の
目
指
す
将
来
像
と
し
て

掲
げ
、
町
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
加
速

や
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
加
え
て
、
生
命

等
に
影
響
を
及
ぼ
す
感
染
症
の
ま
ん
延
な

ど
、
本
町
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る

役
割
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
暮
ら

し
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
変
革
す
る
Ｄ
Ｘ
の

推
進
や
「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
と
い
う
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の
推
進

な
ど
今
後
の
将
来
を
見

据
え
た
「
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、
本
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
指
針
と
な
る

令
和
７
（
２
０
２
５
）

年
度
か
ら
令
和
16

（
２
０
３
４
）
年
度
ま

で
の
10
カ
年
計
画
と
し

て
「
足
寄
町
第
７
次
総

合
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

2025▶2034

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

豊
か
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち 

あ
し
ょ
ろ

足
寄
町
の
新
し
い
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
と
行
政
が
共
に
協
力
し
行
動
し
て
い
く
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
り
、
計
画
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

足
寄
町
第
７
次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

総
合
計
画
と
は

計
画
の
構
成
と
期
間

基本構想

基本計画

実施計画

年度（令和）

基本構想基本構想 10年間（令和7～16年度）

前期（5年間）

後期（5年間）

毎年度見直し

10年間（令和7～16年度）
※令和11年度に必要に応じて見直し検討

（R8）
（R9）

（R10）
（R11）

基本計画基本計画

実施計画実施計画

総

　合

　計

　画

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

（R7）

構成イメージ

計画期間

本町が目指す将来像やまちづくりの目標
および方向性を示すものです。

基本構想を実現するための基本方針や施
策の内容について体系に沿って示すもの
です。

基本計画で示した基本方針や施策の内容
に基づき具体的な事業内容、財源等を示
すものです。

　
足
寄
町
第
７
次
総
合
計
画
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
意
見

や
ご
提
言
を
頂
き
な
が
ら
令
和
５
年
７
月
か

ら
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
を
地
区
別
に

開
く
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

や
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を「
基
本
構
想
」「
基

本
計
画
」「
実
施
計
画
」
に
反
映
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
係
機
関
や
自
治
会
等
が
推
薦
す

る
町
民
の
方
々
が
委
員
を
務
め
る
「
足
寄
町

第
７
次
総
合
計
画
策
定
専
門
委
員
会
」、
地

域
代
表
者
や
関
係
機
関
の
代
表
者
か
ら
な
る

「
足
寄
町
総
合
開
発
審
議
会
」
に
お
い
て
計

画
の
内
容
を
ご
審
議
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
32
（
２
０
５
０
）
年
の
本
町
人
口
は

３
７
５
９
人
ま
で
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
町
の
見
通
し
で
は
、
町
の
施
策
に

よ
る
効
果
が
着
実
に
反
映
し
、
合
計
特
殊
出

生
率
と
純
移
動
率
が
【
足
寄
町
創
生
総
合
戦

略
】
で
目
標
と
し
た
仮
定
値
に
改
善
さ
れ
れ

ば
、
令
和
32
（
２
０
５
０
）
年
の
人
口
は

４
２
８
９
人
と
な
り
、社
人
研
推
計
と
比
較
し
、

約
５
０
０
人
の
施
策
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

人口の推移と長期的な見通し
※2020年は国勢調査による人口

2020年
（令和2年）

（人）

2025年
（令和7年）

2030年
（令和12年）

2035年
（令和17年）

2040年
（令和22年）

2045年
（令和27年）

2050年
（令和32年）

約500人の
施策効果

足寄町独自推計
国立社会保障・人口問題研究所推計

6,563

5,939

5,410

4,925

4,503

4,112 3,759

6,563

6,064

5,618

5,208
4,859

4,550

4,289

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

2025▶2034　足寄町第７次総合計画

総
合
計
画
の
策
定
経
過

人
口
の
動
き

《基　本　目　標》
●緑豊かな自然と共生し安心して暮らせる快適なまちづくり
●いつまでも健康で安心して暮らせる支え合いのまちづくり
●多様な人々が豊かな考えや個性を受け入れ、� �
　共に成長していくまちづくり
●地域の特性を活かした産業で魅力と活力を生み出すまちづくり
●ともに考え未来につなぐまちづくり

　
詳　
細　
　
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
企
画
調
整
担
当　
☎
28

－

３
８
５
１

※
第
７
次
総
合
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
役
場
や
町
民
セ
ン
タ
ー

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
は
町
内
に
お
住
ま

い
の
60
歳
以
上
で
、
働
く
こ
と
に
意
欲
の
あ

る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
現
在
67
人
（
男
性
32
人
、
女

性
35
人
）
の
方
が
会
員
登
録
し
て
働
い
て
い

ま
す
。

高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
紹
介
し
ま
す

■
就
労
内
容
に
つ
い
て

Ｑ
：
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
：
主
に
、
町
か
ら
の
委
託
業
務
（
公
園
の

草
刈
り
・
ト
イ
レ
清
掃
、
植
樹
桝
の
草
取

り
・
剪
定
、
役
場
庁
舎
の
公
務
補
・
清
掃
、

墓
地
景
観
整
備
の
草
刈
り
・
剪
定
、
里
見

が
丘
ス
キ
ー
場
の
草
刈
り・リ
フ
ト
管
理
）

や
足
寄
動
物
化
石
博
物
館
の
草
刈
り
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
銀
河
の
里
あ
し
ょ
ろ
の
清
掃
、

高
齢
者
等
複
合
施
設
（
む
す
び
れ
っ
じ
）

の
清
掃
・
巡
回
・
洗
濯
業
務
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
個
人
の
方
か
ら
の
依
頼
に
よ
る

作
業
等
（
畑
作
業
、
刈
り
払
い
機
に
よ
る

草
刈
り
作
業
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐

木
作
業
、
薪
割
り
作
業
、
庭
の
草
取
り
・

足
寄
町
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー

足
寄
町
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

詳　
細　
足
寄
町
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー

　
（
南
６

－

２　

町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

開
設
時
間

平
日
：
午
前
８
時
35
分
～
午
後
５
時
５
分

　
　
　
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く　

�

☎
28

－

０
７
２
２

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

９
０
２
１

剪
定
作
業
、
部
屋
の
片
付
け
・
清
掃
、
ご

み
の
分
別
搬
出
作
業
、
ご
み
収
集
日
に
合

わ
せ
た
ゴ
ミ
出
し
作
業
、
賞
状
筆
耕
・
宛

名
書
き
、
社
協
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
伴
う

付
添
い
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
就
労
手
続
き
に
つ
い
て

Ｑ
：
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
で
働
く
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ
：
会
員
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
町
社
会

福
祉
協
議
会
内
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
登
録
に
当
た
り
、
特
別
な
技
能
や
資
格

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
作
業
内
容
は
、
ご
自
身
の
知
識
・
能
力

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
仕
事

内
容
・
働
き
方
を
選
択
で
き
ま
す
。

■
仕
事
の
依
頼
に
つ
い
て

Ｑ
：
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
に
仕
事
を
依
頼

す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ
：
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
町

社
会
福
祉
協
議
会
内
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
仕
事
の
内
容
や
時
期
を
お
聞
き

し
、就
労
可
能
な
会
員
を
派
遣
し
ま
す
。

※
時
期
や
作
業
内
容
に
よ
っ
て
は
す
ぐ
に
対

応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
で
き
な

い
仕
事
は
何
で
す
か
？

Ａ
：
屋
根
の
雪
降
ろ
し
・
高
い
場
所
の
剪
定

（
落
下
事
故
の
危
険
が
あ
る
た
め
）
は
、

会
員
の
健
康
・
安
全
を
守
る
た
め
、
お
引

き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
冬
期
間
の

除
排
雪
に
つ
い
て
も
、
対
応
で
き
る
就
労

希
望
者
が
い
な
い
た
め
、
お
引
き
受
け
し

て
い
ま
せ
ん
。

■
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
長
か
ら

　
当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
会

員
が
多
数
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
現
役
世
代
と
同
等
の
ス
ピ
ー
ド
で
仕
事
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
高
齢
者
の
就

労
に
適
し
た
範
囲
の
仕
事
で
あ
れ
ば
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
会
員
の
体
力
・
能
力
に
合
っ
た
、

経
験
を
生
か
せ
る
仕
事
へ
の
就
労
に
務
め
ま

す
の
で
、
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

の
会
員
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
作
業
内
容
・
料
金
表
は
、
高
齢
者
就
労
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

植樹桝の草取り・剪定 公園の草刈り

Ｃシ
ー
オ
ー
ピ
ー
デ
ィ
ー

Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

●
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
と
は
、

慢
性
気
管
支
炎
や
肺
気
腫
と
呼
ば
れ
て
き
た

病
気
の
総
称
で
、
別
名
「
た
ば
こ
病
」
と
い

い
、
肺
の
生
活
習
慣
病
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
原
因
と
は

　
主
に
喫
煙
が
原
因
で
肺
に
炎
症
が
起
こ
り
、

悪
化
す
る
と
、
せ
き
・
た
ん
・
息
切
れ
等
の

症
状
が
強
く
な
る
他
、
空
気
の
通
り
道
で
あ

る
気
道
が
慢
性
的
に
狭
く
な
り
、
息
を
吐
き

出
し
に
く
く
な
る
た
め
、
生
活
に
支
障
を
来

し
ま
す
。

　
日
本
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
推
定
患
者
数
は
、
平

成
13
年
に
発
表
さ
れ
た
日
本
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
疫
学

研
究
に
よ
る
と
約
５
３
０
万
人
（
40
歳
以
上

人
口
の
８・６
％
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
多
数
が
未
診
断
、
未
治
療
の
状
態
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
亡
く

な
る
人
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
特
に
男
性

に
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
思
い
当
た
る
症
状
が

あ
る
人
は
、
早
め
に
呼
吸
器
の
専
門
医
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

●
町
の
喫
煙
率
に
つ
い
て

　
町
国
保
特
定
健
診
に
お
け
る
令
和
４
年
度

の
40
～
74
歳
の
喫
煙
率
を
み
る
と
、
男
性

31
・
７
％
、
女
性
11
・
７
％
で
す
。
国
全
体

の
男
性
23
・
６
％
、
女
性
６・
０
％
と
比
較

す
る
と
、
町
の
喫
煙
率
は
男
女
と
も
に
非
常

に
高
い
状
況
で
す
。

●
た
ば
こ
の
煙
が
与
え
る
影
響

　
紙
た
ば
こ
や
加
熱
式
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る

ニ
コ
チ
ン
、
一
酸
化
炭
素
、
タ
ー
ル
な
ど
に

含
ま
れ
る
約
70
種
類
の
発
が
ん
物
質
な
ど

が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
以
外
に
も
が
ん
や
脳
卒
中
、

虚
血
性
心
疾
患
、
歯
周
病
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
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ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　
町
で
は
毎
年
６
月
・
11
月
に
集
団
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
集
団
検
診
で
は
、
特
定
健

診
や
後
期
高
齢
者
健
診
の
他
、
肺
が
ん
検
診

な
ど
の
が
ん
検
診
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
検
診

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
予
防
・

重
症
化
予
防
に
各
種
健
診
を
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
機
能
低
下
に
よ
る
月
経
不
順
や

不
妊
、
更
年
期
障
害
、
骨
粗
し
ょ
う
症
や
肌

の
老
化
な
ど
も
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
受
動
喫
煙
の
影
響

　
他
の
人
が
喫
煙
し
て
発
生
し
た
タ
バ
コ
の

煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
「
受
動
喫
煙
」
と

い
い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
煙
は
、
半
径
７
ｍ
ま

で
到
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
自
宅
や

職
場
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共

の
場
所
に
お
い
て
周
囲
に

影
響
を
与
え
る
リ
ス
ク
が

あ
り
、
喫
煙
者
自
身
だ
け

で
な
く
周
囲
の
人
に
も
健

康
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

●
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
対
策
・
治
療
に
つ
い
て

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
進
行
性
の
病
気
で
あ
り
、
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
肺
や
気
管
支
の
機
能
低
下

が
元
通
り
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早

期
の
禁
煙
が
重
要
で
す
。

禁
煙
の
ポ
イ
ン
ト

は
じ
め
る
と
き
…

・
禁
煙
す
る
具
体
的
な
目
的
を
考
え
る

・
禁
煙
開
始
し
や
す
い
時
期
を
決
め
る

・
周
囲
に
禁
煙
を
宣
言
す
る

・
喫
煙
用
品
を
全
て
処
分
す

る

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

□
風
邪
を
ひ
い
て
い
な
い
の
に
１
日
に
何
度

も
せ
き
が
出
る

□
階
段
を
上
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
運
動

で
も
息
切
れ
し
や
す
い

□
呼
吸
を
す
る
時
、
ゼ
イ
ゼ
イ
、
ヒ
ュ
ー
ヒ

ュ
ー
な
ど
の
音
が
す
る

□
長
期
間
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
（
ま
た
は

吸
っ
て
い
た
）

□
粘
り
気
の
あ
る
黄
色
い

た
ん
が
頻
繁
に
出
る

□
40
歳
以
上
で
あ
る

禁
煙
中
の
生
活
習
慣

・
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
気
分
を
紛
ら
わ
す
（
歯

磨
き
や
ガ
ム
を
噛
む
、
冷
た
い
水
や
熱
い

お
茶
を
飲
む
）

・
タ
バ
コ
が
吸
い
た
く
な
る
場
所
や
場
面
を

避
け
る

・
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
な
ど

の
禁
煙
補
助
薬
を
使
用
す
る

・
禁
煙
ア
プ
リ
を
活
用
す
る

・
禁
煙
外
来
の
利
用

　
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
あ
づ
ま
で
は
、

禁
煙
治
療
に
健
康
保
険
が
使
え
ま
す
の
で
、

医
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
下
、
禁
煙
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
禁
煙
し
た
い
の
に
で

き
な
い
、
ま
た
は
家
族
な
ど
親
し
い
人
を
禁

煙
さ
せ
た
い
と
い
う
人
は
、
禁
煙
外
来
を
受

診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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あ
し
ょ
ろ
子
育
て
ア
プ
リ
も
う
使
っ
て
い
る
？

　

妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
フ
ル
サ
ポ
ー
ト

　
町
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
産
後
・
子
育
て
期

ま
で
の
継
続
的
な
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

１
月
に
母
子
モ
株
式
会
社
が
運
営
す
る
母
子

手
帳
ア
プ
リ
（
母
子
モ
）
を
導
入
し
「
あ
し

ょ
ろ
子
育
て
ア
プ
リ
」
と
し
て
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
児
予
防
接
種
お
よ
び
乳
幼
児
健

診
の
デ
ジ
タ
ル
化
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
４
月

以
降
順
次
開
始
し
ま
す
。

　
子
育
て
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
プ
リ
の
主
な
機
能

【
子
育
て
情
報
配
信
】

　
妊
娠
や
出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
お
知
ら

せ
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
、
町
内
の
医
療
機
関
や
公
園
、
子
育
て
施

設
な
ど
を
簡
単
に
検
索
で
き
ま
す
。

【
こ
ど
も
の
成
長
記
録
】

　
お
子
さ
ん
の
発
育
を
簡
単
に
記
録
で
き
る

「
で
き
た
よ
記
念
日
」
な
ど
、
成
長
の
記
録

を
写
真
と
コ
メ
ン
ト
付
き
で
残
し
、
家
族
で

共
有
で
き
ま
す
。

【
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
】

　
複
雑
な
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

が
簡
単
に
で
き
、
接
種
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
を

自
動
表
示
で
き
ま
す
。

　
接
種
予
定
日
が
近
づ
く
と
事
前
に
プ
ッ
シ

ュ
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
小
児
予
防
接
種
お
よ
び
乳
幼
児
健
診
の
デ

ジ
タ
ル
化
サ
ー
ビ
ス
】

　
こ
れ
ま
で
、
紙
の
予
診
票
や
問
診
票
は
、

手
書
き
で
提
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
ア
プ
リ

で
記
入
・
提
出
や
接
種
結
果
の
確
認
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
と
、
面
倒
な
予
診
票

や
問
診
票
の
記
入
が
簡
単
便
利
に
な
り
ま
す
。

途
中
保
存
も
で
き
、
隙
間
時
間
に
回
答
で
き

ま
す
（
町
の
乳
幼
児
健
診
と
町
内
医
療
機
関

で
対
応
）。

※
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
（
未
就
学
児
ま
で

の
予
定
）
に
は
、
別
途
町
よ
り
利
用
登
録

案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

※
任
意
の
小
児
予
防
接
種
（
お
た
ふ
く
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
）
は
、
対
象
外
で
す
。
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こちらからダウンロードできます
ダウンロード後、プロフィール登録 ⇒ 自宅の郵便番号を入力 ⇒ 「あしょろ子育てアプリ」が利用できます

利
用
料
無
料

※
通
信
料
は
利
用
者
負
担
で
す
。

里見が丘公園里見が丘公園

つどいの広場つどいの広場

　町では、新婚世帯の新生活に係る住居費用・リフォーム費用および引越費用の一部を助成します。
◆補助対象期間：令和７年４月１日～令和８年３月31日
◆対象世帯：次の①または②に該当し、かつ⑴～⑸の条件を全て満たす世帯

◆補助上限額：夫婦ともに29歳以下の世帯　60万円、それ以外の世帯　30万円
※上記②に該当する世帯は、夫婦の年齢にかかわらず30万円から前年度の交付額を差し引いた額が上限
◆対象経費：町内にある住居に対する、補助対象期間中の婚姻を機とした次の費用
・住宅取得費用（建物のみ）
・住宅賃貸費用（賃料、敷金、礼金、共益費、仲介手数料）
・住宅リフォーム費用（修繕、増築、改築、設備更新等の費用）
・引越費用（引越業者または運送業者へ支払った費用）
※予算額に達した時点で受け付けを終了します。
※対象経費の内容によって必要書類等が異なりますので、申請前にお問い合わせください。

詳　細　役場まちづくり推進課企画調整担当　☎２８－３８５１

①令和７年１月１日から令和８年３月
31日までに婚姻届を提出し、夫婦共
に39歳以下および夫婦の合計所得が
５００万円未満

②前年度に本補助金の交付決定を受け
前年度の交付額が30万円未満

＜条件＞
⑴住民票の住所が対象住居（町内）になっている
⑵他の公的制度による家賃補助を受けていない
⑶過去に本補助金の交付を受けたことがない
　※左記②の世帯を除く
⑷町税等の滞納がない
⑸町暴力団排除条例に規定する暴力団員でない

足寄町結婚新生活支援事業補助金　～新婚世帯の新生活を支援します～

または

Ｉ
Ｔ
関
係
の
仕
事
か
ら
エ
ゾ
シ
カ
皮
の
革
製
品

を
手
掛
け
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
前
職
の
仕
事
は
や
り
尽
く
し
た
の
で
、
仕
事

を
辞
め
て
旅
を
し
な
が
ら
、
理
想
の
移
住
先
を

探
し
て
北
海
道
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　
地
元
の
ハ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
廃
棄
さ
れ
る
鹿

皮
の
話
を
聞
き
、
何
と
な
く
自
然
の
流
れ
か
ら

外
れ
て
い
る
よ
う
な
違
和
感
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
を
何
と
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
誰

も
や
っ
て
い
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ

な
ら
自
分
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。

移
住
先
を
足
寄
町
に
決
め
た
の
は
？

　
移
住
体
験
住
宅
で
の
お
試
し
生
活
中
に
、
楽

し
そ
う
な
人
や
場
所
を
知
り
、
も
う
少
し
こ
こ

に
居
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
鹿
革
の

活
動
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
採
用
さ

れ
た
の
が
移
住
の
始
ま
り
で
し
た
。

住
ん
で
感
じ
た
町
の
印
象
は
？

　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

な
ど
が
あ
る
の
で
生
活
で
困
る
こ
と
は
な
く
、

施
設
や
お
店
な
ど
で
待
ち
時
間
が
な
い
こ
と
も
、

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
す
ね
。

　
野
生
動
物
た
ち
の
身
近
な
へ
き
地
エ
リ
ア
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
自
分
に
は
合
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
か
？

　
革
製
品
の
製
作
と
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
が
メ

イ
ン
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
隊
員
の
活
動
拠
点
や
、
地
域
と
の
ハ

ブ
に
な
る
場
所
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隊
員
の
活
動
開
始
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
状
況
は
目

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
任
期
終
了
後
の
こ
と
は

自
分
で
も
ま
だ
分
か
ら
な
い
の
で
、
思
い
付
く

こ
と
は
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
人
見
知
り
で
猫
か
ぶ
り
な
の
で
、
す
ま
し
た

顔
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
見
掛
け

た
ら
声
を
掛
け
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

編
集
後
記

　
佐
藤
さん
は
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
経
験

な
ど
ク
リ
エ
イ
タ
ー
要
素
が
強
く
、
い
ろ
い
ろ

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
頼
も
し
い
方
で

す
。
ぜ
ひ
声
を
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介
し
ま
す

愛知県生まれの48歳。名古屋市
内の情報メディア専門学校卒業後、
ＩＴベンチャー企業就職～個人
事業主～法人設立などシステム
エンジニアとして活躍。令和５
年７月に協力隊隊員として着任。

Profile

№５
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相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
若
者
の
皆
さ
ん
へ
！　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
身
近
な
大
人

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

　
消
費
生
活
相
談
は
年
齢
に
関
係
な
く
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
買
い
物
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
の
民
法
改
正
に
よ
り
、
成
年

と
さ
れ
る
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
成

人
を
迎
え
た
ら
、
高
校
生
で
あ
っ
て
も
未

成
年
者
保
護
法
の
適
用
が
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
全
国
的
に
若
者
へ
の
消
費
者
教
育

や
悪
質
商
法
に
関
す
る
啓
発
が
盛
ん
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も
学
校
か

ら
の
依
頼
を
受
け
て
出
前
講
座
を
実
施
し
、

世
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
若
年
層
で
ど
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
い
る
の
か
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
、
若
年
層
の
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
知
識
を
広
げ
て
い
た
だ

く
た
め
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
「
未
成

年
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
現

況
調
査
」
調
査
報
告
〈
結
果
・
概
要
〉
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
：
未
成
年
者
（
小
学
生
・
中
学
生
・
高

校
生
）
の
相
談
の
傾
向
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
？

Ａ
：
報
告
書
の
本
文
で
は
10
年
間
の
デ
ー

タ
が
年
度
別
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
品
分
類
定
義
が
変
更
に
な
っ
て
い
る

詳　
細

　
消
費
生
活
相
談
所�

☎
28

－

０
５
８
５

　
　
（
南
６

－
２　
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
平
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
役
場
住
民
・
出
納
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28
―
３
８
５
８

た
め
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
契
約
当

事
者
の
年
齢
が
低
い
う
ち
は
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
」
の
相
談
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
年
齢
が
高
く
な
る

に
つ
れ
て
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
」

に
関
す
る
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
家
庭
内

で
の
金
融
教
育
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
保

護
者
も
お
金
や
決
済
に
関
す
る
知
識
が
必

要
で
す
。
ご
紹
介
し
た
デ
ー
タ
の
他
に
都

道
府
県
な
ど
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
①
未
成
年
者
へ
の
相
談
対
応

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
、
②
未

成
年
者
へ
の
消
費
者
教
育
・
啓
発
活
動
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
項

目
に
つ
い
て
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ブ
ル
の
要
因
や
課
題
、
対
策
等
に
つ
い

て
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

国民生活
センター

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
】

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
課
金
に
つ
い
て

は
親
子
で
使
い
方
の
ル
ー
ル
を
決
め
、
ス

マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
機
の
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
機
能
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
と

は
、
課
金
時
に
保
護
者
の
パ
ス
ワ
ー
ド

を
入
力
必
須
に
し
た
り
、
利
用
時
間
の

制
限
な
ど
を
設
定
し
た
り
す
る
こ
と
。

Ｑ
：
未
成
年
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ぐ
た
め
の
課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
若
年
層
で
は
、
自
ら
事
業
者
と
多
額

の
金
銭
を
伴
う
契
約
を
す
る
機
会
が
少

な
い
一
方
、
近
年
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

等
で
決
済
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
高
額

請
求
に
つ
な
が
る
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。
特
に
多
い
の
が
、
親
が
使

用
し
て
い
な
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
使
用
し
て
、
端
末
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
使
用
履
歴
な
ど
か
ら
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
を
し
て
、
後
で
高
額
請
求

を
受
け
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
小
・
中
・
高
校
生
の
令
和
５
年
度
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
の
平
均
既
支

払
額
は
小
学
生
が
10
万
円

を
超
え
、
中
学
生
で
は
20

万
円
近
く
、
そ
し
て
高
校

生
は
約
23
万
円
と
高
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。

小学生・中学生・高校生の年度別相談件数

出典：未成年者の消費者トラブルの現状（概略版）より一部抜粋

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
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４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次
の
重
点
項
目

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
重
点
項
目
〉

⑴
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
が
安
全
に

通
行
で
き
る
道
路
交
通
環
境

の
確
保

　
⑵
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
な
が
ら
運
転

等
の
根
絶
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
適
切
な
使
用
の
促
進

　
新
学
期
が
始
ま
る
春
は
、
子
ど
も
の
飛
び

出
し
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
運
転
者
は
横
断
歩
道
に
近
づ
い
た
ら

減
速
し
て
、
歩
行
者
が
い
れ
ば
一
時
停
止
す

る
な
ど
、
歩
行
者
優
先
の
意
識
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

　
知
っ
て
い
ま
す
か
？
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正

し
い
装
着
方
法
に
つ
い
て

①
シ
ー
ト
に
深
く
腰
掛
け
、
体
を
斜
め
に
せ

ず
正
し
い
姿
勢
。

②
肩
へ
の
ベ
ル
ト
は
、
首
に
掛
か
ら
な
い
よ

う
に
し
、
ベ
ル
ト
を
た
る
ま
せ
な
い
。

③
ベ
ル
ト
は
ね
じ
れ
な
い
よ
う
に
締
め
る
。

④
腰
の
ベ
ル
ト
は
骨
盤
を
巻
く
よ
う
に
し
っ

か
り
締
め
る
。

⑤
バ
ッ
ク
ル
の
金
具
は
確
実
に
差
し
込
む
。　
　

　
後
部
座
席
を
含
め
た
全
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

⑶
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
利

用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
徹
底

　
自
転
車
等
で
走
行
中
、
万
が
一
交
通
事
故

に
遭
遇
し
て
も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て

い
れ
ば
、
頭
を
保
護
し
、
死

亡
リ
ス
ク
を
大
幅
に
軽
減
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施
中
！

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

守
っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

詳　
細

　
役
場
住
民
・
出
納
課
住
民
生
活
担
当
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な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
内
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
ご
み
拾
い
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
人
目
の
あ
ま
り
な

い
場
所
で
、
袋
に
詰
め
ら
れ

た
分
別
し
て
い
な
い
状
態
の

ご
み
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

不
法
焼
却
・
不
法
投
棄
の
罰
則

　
不
法
焼
却
を
行
っ
た
場
合
は
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
個

人
の
場
合
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
則
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た

は
こ
れ
を
併
科
さ
れ
ま
す
。
未
遂
の
場
合
で

も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
不
法
焼
却
・
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
場
合
、
警
察
に
通
報
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
犯
人
を
見
つ
け
出
し
て
検
挙
す
る
と

と
も
に
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
万
が
一
、
町
内
で
目
撃
し

た
と
き
は
、
警
察
ま
た
は
環

境
衛
生
担
当
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

詳　
細　

　
役
場
住
民
・
出
納
課
環
境
衛
生
担
当
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不
法
投
棄
・
不
法
焼
却
は
犯
罪
で
す
！

　
雪
解
け
が
進
み
、
春
の
陽
気
を
迎
え
る
に

つ
れ
、
自
宅
や
周
辺
の
環
境
整
備
が
し
や
す

い
時
期
と
な
り
ま
す
。
例
年
こ
の
時
期
か
ら

初
夏
に
か
け
て
は
、
不
法
焼
却
に
よ
る
火
災

や
不
法
投
棄
の
通
報
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
焼
却

　
不
法
焼
却
は
大
変
危
険
な
も
の
で
最
悪
の

場
合
、
大
規
模
な
火
災
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
全
国
で
は
、
２
月
に
大
規
模

な
森
林
火
災
が
発
生
し
、
こ
の
火
災
は
不
法

焼
却
が
原
因
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
大
規
模
火
災
に
よ
り
多
く
の
人
が
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
建
物
被
害
に
と
ど

ま
ら
ず
、
大
切
な
人
命
も
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
空
気
が
乾
燥
し
、

強
い
風
が
吹
く
日
が
続
く
た
め
、
極
め
て
危

険
で
す
。
火
災
が
発
生
し
て
し
ま
う
と
、
大

切
に
し
て
き
た
財
産
や
人
の
命
も
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

失
っ
て
か
ら
で
は
元
に

戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
不
法
投
棄

　
雪
解
け
に
伴
っ
て
、
道
路
の
路
肩
や
河
川

敷
等
で
は
無
造
作
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
が
見

つ
か
り
ま
す
。
道
端
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
た

状
況
を
見
る
と
嫌
な
気
持
ち
に
な
る
の
で
は

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

～
保
護
者
必
見
！
若
年
層
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
現
状
～
傾
向
を
つ
か
ん
で
対
策
の
巻

第
149
回
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　詳　細　役場建設課上下水道工務担当　☎２８―３８６８

令和７年度水質検査計画について 水質検査結果
区分 単位 おいしい水研

究会基準 水質基準 足寄町の
上水道

蒸留残留物 mg/L 30～200 500以下 77.0
硬度 mg/L 10～100 300以下 8.8

有機物等 mg/L ‐ ３以下 １
臭気 度 ３度以下 ３度以下 なし
水温 ℃ 20℃以下 ‐ 13.8

※厚生労働省の「おいしい水研究会」のデータと令和６年足寄
町の水道水を比べたものです。

　たいせつに　みずはみんなの　たからもの　たいせつに　みずはみんなの　たからもの 第52号第52号

あしょろの上下水道あしょろの上下水道

　水道法施行規則に基づき水質検査計画を策
定しましたので、お知らせします。
　水質検査計画および水質検査結果について
は、役場内または町ホームページで閲覧でき
ます。

水質検査計画
と検査結果

蒸発残留物とは？
　皆さんはやかんの底や加湿器に白い付着物が付いていたことはありませんか？
　これは水の中に含まれるミネラル分です。※水道水の消毒に使われている塩素ではありません。
　これらのミネラル分は水分が蒸発すると後に残るため、やかんや加湿器、蛇口など水の付着と蒸発が繰
り返される部分に白く付着します。
　ミネラル分は人体に必要な栄養素であり、安全性に問題はありません。また、水質検査項目では蒸発残
留物と呼ばれ、ほどよく水に含まれることで水の味にコクが出てまろやかになります。
　本町の水道水は水質検査結果のとおり、安全でおいしい水となっていますので安心してお飲みください。

水の硬度とは？
　水の硬度とは水の中に含まれているミネラル分のうち、カルシウムとマグネシウムの合計含有量の
ことです。ＷＨＯ（世界保健機関）では硬度０～ 60mg/L を軟水、60 ～１２０mg/L を中程度の硬水、
１２０～１８０mg/L を硬水としています。
　日本国内ではほとんどの水が軟水であり、足寄町の水も硬度が８.８mg/L で軟水です。
　軟水はクセがなくまろやかで飲みやすいのに対して、硬水は味に苦みがあり、軟水より石けんが泡立ち
にくいといった特徴があります。

上下水道の届け出
　春は、転入・転出・引っ越
しなど人の異動が１年で１番
多い時期になります。
　上下水道を使わなくなった
とき、使い始めるとき、使用
者が変わるときは、上下水道
室までご連絡ください。
　また、ご不明な点がありま
したら気軽にお問い合わせく
ださい。

上下水道料金のお支払いについて
　料金のお支払いは口座振替が大変便利です。
　ご希望の方は下記金融機関または建設課上下水道室窓口にて、通帳な
ど口座番号の分かるもの、口座登録の印鑑をお持ちの上、お手続きをお
願いします。
※ゆうちょ銀行口座の手続きは郵便局で行ってください。

　

　
　また、料金は金融機関の他、コンビニエンスストアおよびスマホアプ
リからも納付できます。利用可能な店舗、アプリにつきましては納付書
の裏面や役場ホームページに記載されていますので、ご確認ください。入力フォーム

　オンラインで
も届け出するこ
とができます。

口座振替日 口座振替可能な金融機関

各種水道料金　毎月25日 ・北海道銀行足寄支店
・帯広信用金庫
・足寄町農業協同組合
・ゆうちょ銀行下水道料金　　毎月25日

春の火災予防運動期間について
　４月20日から４月30日までは春の火災予防運動期間です。この運動は、火災が発生しやすい時期を
迎えるに当たり、町民の皆さんに火災予防の意識を一層高めていただくことで、火災の発生を防ぐこ
とを目的としています。

　令和６年中に町内では６件の火災が発生しています。大切な命、大切な財
産を守るためにも住宅用火災警報器の設置および維持管理をしてください。
　例年４月、５月は全道で火災が多数発生しています。この時期は特に空気
が乾燥し、強風により延焼スピードが速くなりますので、火の取り扱いには
十分注意してください。

野焼きは禁止されています！
　廃棄物（ごみ）を燃やすことは法律で禁止されています。野焼きを行った場合は、５年以下の懲役、
１千万円以下の罰金のいずれか、または両方が科せられます。
　「昔から燃やしている」「自分一人くらいならいいだろう」と簡単に考えて罰則を受けるケースも
ありますのでご注意ください。町内においても、家庭ごみを焼却処分中に火の粉が枯れ草に着火し、
延焼拡大した火災が数件発生しています。近隣の住宅に被害が出たり、大切な家族や財産を失う可能
性がありますので、安易な考えで野焼きを行わないでください。
　家庭から出たごみは、決められた日に決められたごみ収集場所へ出すようにしましょう。

詳細　足寄消防署予防担当　☎２５―２６１９

建物建物
２件２件

車両車両
２件２件

その他その他
１件１件

林野林野
１件１件
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わが家の脱炭素化×３,１００世帯で 「ゼロカーボンシティあしょろ町」
の実現を！

ゼロカーボンシティの実現を目指して　第 35回

　本町のＣＯ２排出量は、令和６年度で約６万ｔと推計されています。その内訳を部門別にみると、
本町の傾向は全国や北海道の平均とやや異なり、産業部門の割合が小さい一方で、運輸部門や家庭部
門の割合が大きくなっていることが分かります。本町がゼロカーボンを達成するためには、家庭部門
すなわち、私たちの暮らしの脱炭素化が大きな鍵を握ると言えます。

部門別ＣＯ２排出量構成比（２０２１年）

　運輸部門の割合が大きい理由の一つは、マイカーを利用する人が多いことです。この部門での脱炭
素化は、エコカーへの乗り換えや、マイカーを使わず、徒歩や自転車、バスの利用などの対策が有効
です。普段あまり歩かない方は、健康増進を兼ねて、たまには歩いて通勤してはいかがでしょうか。
家庭部門の脱炭素化は、暖冷房や給湯、照明などの他、身の回りの家電製品の使い方を見直すことで
進めます。日常生活のさまざまな場面でどのような省エネ対策があるのかについては、その場面に応
じた対策があります。省エネに取り組むと、ＣＯ２の排出を抑えると同時に、光熱費の削減にもつな

　●運輸部門の脱炭素化策
　・エコカーへの乗り換え
　・徒歩や自転車での移動
　・エコドライブの実践

　●家庭部門の脱炭素化策
　・暖冷房・給湯の省エネ
　・照明・家電製品の省エネ
　・住宅の断熱改修など

がりますので、ぜひ皆さんも楽しみながら試してみてください。
　自分が取り組んだ省エネ行動などについて、ＣＯ２削減効果がど
のくらいあるのかを知ることは、温暖化対策を考える上での重要な
ポイントです。私たちの生活から排出されるＣＯ２は、そのほとん
どが燃料や電気などのエネルギー消費によるもので、それらの使用
量が分かれば、排出量は自動的に算定されます。そこで便利なのが、
北海道が制作し無料で公開しているアプリ『北海道ゼロチャレ！家
計簿』です。このアプリに、ある月の電気やガス、灯油などの使用
量を入力するだけで、その月のＣＯ２排出量がグラフで表示されま
す。効果の大きさが一目で分かり、過去と比較することもできます。
ぜひ利用してみてはいかがでしょうか。

　令和４年度のわが国の温室
効果ガス排出・吸収量は、約
１０億８,５００万ｔで、前年
度比で１.４％の減少、２０５
０年のＣＯ２排出量実質ゼロ
を目指す上で基準としている
２０１３（平成25）年度より
２２.９％削減したことになり、
順調に減らしてきています。

2013               2022             2030     2035     2040     2045     2050
排出量 吸収量 排出・吸収量 2013年度比50％減
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詳　細
役場農林課ゼロカーボン推進室
☎２８－３８６２

わが国のＣＯ２排出・吸収量の推移（環境省）

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

図書館情報

ルイカからの
お知らせ
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「
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「
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５
月
31
日
ま
で

・
消
防
連
携
展
示

「
火
災
予
防
」�

４
月
30
日
ま
で

・
絵
本
展
示

「
こ
ど
も
の
日
」�

 

５
月
４
日
ま
で

●
雑
誌
・
新
聞
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

・
雑
誌　
３
年
分
所
蔵　
※
最
新
号
以
外
は
貸

し
出
し
が
で
き
ま
す
。

・
新
聞　
２
年
分
の
原
紙
を
所
蔵　
※
館
内
閲

覧
の
み

特
設
ス
ペ
ー
ス

対
象　
ど
な
た
で
も

・
図
書
館
に
い
る
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
を
探
せ
！

　
隠
れ
て
い
る
「
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
を
探
し

て
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
ま

し
ょ
う
。

対
象　
高
校
生
ま
で

　
屋
外
で
ゆ
っ
く
り
読
書
を
楽
し
め
る
読
書

テ
ラ
ス
（
３
テ
ー
ブ
ル
・
６
席
）
を
今
年
も

開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間　
４
月
29
日
㈫
～
10
月
中
旬

開
放
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

※
天
候
や
日
没
時
間
に
よ
っ
て
は
、
開
放
時

　
間
が
短
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
読
み
も
の

コ
ー
ナ
ー
南
側
奥

※
扉
の
ブ
ラ
イ
ン

　
ド
が
開
い
て
い

　
る
時
に
利
用
す

　
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

※�

安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
未
就
学

児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は
こ
ど
も
の
読

書
週
間
で
す
。

　
お
子
さ
ん
や
多
く
の
方
に

本
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。　

・
ど
さ
ん
こ
絵
本
作
家
あ
べ
弘
士
さん

「
あ
て
っ
こ　
ど
う
ぶ
つ
ず
か
ん　
だ
れ
」

巡
回
パ
ネ
ル
展
in
北
海
道

　
北
海
道
在
住
の
絵
本
作
家
あ
べ
弘
士
さん
の

世
界
を
知
り
、
創
作
や
創
造

の
世
界
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ク
イ
ズ
形
式
で
動
物
の
生
態

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

期
間　
５
月
10
日
㈯
ま
で

場
所　
２
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
図
書
館

新
着
図
書

今
月
の
行
事

読
書
テ
ラ
ス
情
報

お
知
ら
せ

～４月の休館日～
　21日㈪、28日㈪
～５月の休館日～
　５日㈪、12日㈪
　19日㈪、26日㈪

あかちゃんタイム

　あかちゃんや小さな子ども連
れの方が気軽にご利用いただけ	
ます。
●日時　４月16日㈬、５月７日㈬、
　　　　21日㈬
　　　　午前10時～午後１時

おはなし会

●場所　図書館おはなしコーナー
●時間　午前11時～午前11時30分
・おはなし「たんぽぽ」
（０歳から楽しむおはなし会）

５月７日㈬
・絵本の会「はらっぱ」
（絵本が好きな方ならどなたでも）

４月26日㈯

詳細　図書館ルイカ
　　　☎２５－３１８９

　読書

　テラス

今
月
の
展
示

©あべ弘士
　ＫＡＤＯＫＡＷＡ
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ど
う
映
る
か
を
注
意
深
く
考
え
な
が
ら

行
動
す
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

カ
ナ
ダ
人
は
感
情
を
率
直
に
表
現
す
る

傾
向
が
あ
り
、
そ
の
違
い
が
と
て
も
興

味
深
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
足
寄
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん

が
新
た
な
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
へ
進
む
姿

に
立
ち
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
寂
し
く
な
り

ま
す
が
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か

ら
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
未
来
を
切
り
拓

い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
！

　ふるさと銀河線として運行していた車両の運
転体験や乗車体験、足こぎ式トロッコ乗車体験
が今年も始まります。
　運転体験は会員登録や事
前予約が必要です。また営
業日により体験できるメニ
ューが異なります。
　乗車体験（車両、トロッコ）の営業日は第２・
第４土曜・日曜日およびＧＷ期間です。詳細は
公式ホームページの営業予定表をご確認ください。
営業期間・時間
４月26日㈯～10月31日㈮ 
午前９時～午後３時30分（受け付
けは午後３時まで）
※10月の最終受け付けは午後２時まで

詳細　ふるさと銀河線りくべつ鉄道
　　　☎２７―２２４４

　本別山渓つつじ祭り実行委員会では「第67回
本別山渓つつじ祭り」を次の通り開催します。
つつじ祭り恒例のジャンボ義経鍋やステージシ
ョーなど、子どもから大人まで楽しめる催しを
予定しています。今回のステージショーには、
お笑いコンビの「オクラホマ」が出演しますの
で、皆さんぜひご来場ください。

日時　４月27日㈰　午前10時～午後２時
　　　※少雨決行
場所　義経の里　本別公園（東町）

詳細　本別町役場未来創造課商工労働観光担当
　　　☎２２―２１４１

令和７年度　ふるさと銀河線
「りくべつ鉄道」の運行が始まります

公式ホームページ

第67回本別山渓つつじ祭りを開催します！

日
本
と
カ
ナ
ダ
の
卒
業
式
の
違
い

ト
ー
マ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ

　
先
日
、
足
寄
高
校
の
卒
業
式
に
出
席

し
ま
し
た
。
初
め
て
日
本
の
高
校
の
卒

業
式
に
出
席
し
ま
し
た
が
、
日
本
と
カ

ナ
ダ
の
卒
業
式
の
共
通
点
や
違
い
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
興
味
深
か

っ
た
で
す
。
日
本
の
卒
業
式
は
と
て
も

秩
序
正
し
く
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、

式
が
進
行
さ
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

こ
れ
が
カ
ナ
ダ
の
卒
業
式
と
の
一
番
の

違
い
だ
と
私
は
感
じ
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ

の
卒
業
式
も
厳
粛
な
雰
囲
気

が
あ
り
ま
す
が
、
も
う
少
し

陽
気
な
感
じ
で
す
。
カ
ナ
ダ

基
準
の
「
秩
序
」
は
保
た
れ

つ
つ
も
、
全
体
的
に
日
本
の

卒
業
式
よ
り
に
ぎ
や
か
で
す
。 

　
こ
う
し
た
卒
業
式
の
違
い

は
、
両
国
の
文
化
全
体
を
反

映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
以
前

か
ら
、
日
本
人
の
振
る
舞
い

を
と
て
も
魅
力
的
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。
日
本
人
は
、
自

分
の
行
い
が
相
手
や
周
り
に

トーマスさんの高校卒業式の様子

詳
細　
帯
広
測
候
所

☎
０
１
５
５
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25
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２
３
３
４

第
33
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
市

民
審
査
員
を
募
集
し
ま
す

日
時　
６
月
７
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
午
後

７
時
、
８
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

の
う
ち
指
定
す
る
３
～
４
時
間

募
集
人
数　
１
８
０
人
程
度

受
付
期
間　
４
月
25
日
㈮
ま
で

詳
細　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実

行
委
員
会

☎
０
１
１

－
２
３
１

－

４
３
５
１

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
職
員
採
用

資
格
試
験
（
前
期
）

　
令
和
８
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職

員
採
用
資
格
試
験
を
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上

旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
試
験
案
内
は
４
月
15
日
か
ら
、
と
か
ち
広

域
消
防
局
総
務
課
、
十
勝
管
内
各
消
防
署
、

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
予
定
で
す
。

受
験
区
分　
大
学
卒
、
短
大
卒
、
救
急
救
命

士
（
予
定
）

そ
の
他　
試
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
人
事
給

募　

集

２
次
試
験　
７
月
26
日
㈯
～
８
月
１
日
㈮
の

う
ち
指
定
す
る
日

詳
細　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

Ⓗhttps://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
obihiro/

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

足
寄
町
発
令

増
子　
賢
一
（
国
民
健
康
保
険
病
院
技
師
長
）

村
石　
靖
（
国
民
健
康
保
険
病
院
事
務
次
長
）

澤
村　
三
枝
子
（
福
祉
課
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
施
設
次
長
）

櫻
井　
保
志
（
福
祉
課
保
健
福
祉
室
専
門
監
）

蓑
島　
笑
子
（
総
務
課
総
務
室
公
務
補
）

仲
條　
千
奈
美
（
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

保
育
士
）

髙
田　
真
吾
（
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
主

任
保
育
士
）

議
会
事
務
局
発
令

横
田　
晋
一
（
議
会
事
務
局
事
務
局
長
）

監
査
委
員
事
務
局
発
令

鈴
木　
研
司（
監
査
委
員
事
務
局
事
務
局
次
長
）

教
育
委
員
会
発
令

式
見　
恵
太
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総

務
室
主
事
） 町

職
員
人
事

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

与
係

☎
０
１
５
５

－
26

－
９
１
２
１

Ⓗhttps://fire-tokachi.hokkaido.jp

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

・
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

※
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

　
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

※
令
和
８
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
ま

　
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
は
、
令

　
和
７
年
７
月
１
日
以
降
の
受
け
付
け
の
み

　
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　
５
月
７
日
㈬
ま
で

試
験
日

１
次
試
験　
５
月
17
日
㈯
～
５
月
25
日
㈰
の

う
ち
指
定
す
る
日

２
次
試
験　
６
月
14
日
㈯
～
６
月
29
日
㈰
の

う
ち
指
定
す
る
日

・
幹
部
候
補
生

応
募
資
格　
一
般
（
飛
行
要
員
を
除
く
）
：
22

歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

※
修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
み
含
む
）
は
、

28
歳
未
満
の
者

歯
科
：
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

薬
剤
科
：
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
４
月
23
日
㈬
～
６
月
６
日
㈮　

試
験
日　

１
次
試
験　
６
月
14
日
㈯

お
知
ら
せ

令
和
７
年
度
保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　
令
和
７
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

健
康
保
険
料
率
は
10
・
31
％
（
プ
ラ
ス
０
・

10
％
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
・

59
％
（
マ
イ
ナ
ス
０
・
01
％
ポ
イ
ン
ト
）
と

な
り
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
や
医
療

の
か
か
り
方
が
将
来
的
な
北
海
道
の
医
療
費

上
昇
、
保
険
料
率
の
伸
び
を
抑
え
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

詳
細　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

☎
０
１
１

－

７
２
６

－

０
３
５
２

帯
広
測
候
所
の
電
話
番
号
が
変
更
に
な
り
ま

し
た

　
３
月
25
日
か
ら
帯
広
測
候
所
の
天
気
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
の
電
話
番
号
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

☎
０
１
１

－
６
７
６

－

５
０
２
５
（
24
時
間

利
用
可
能
、
自
動
音
声
案
内
）

から町別陸 から町別本



今月の表紙

　３月14日㈮に行われた足寄中学校卒業証書
授与式でのスナップです。

羽根田　羽根田　善善
ぜんぜん

ち
  ゃ
   ん

� （令和元年８月20日生まれ）

　自分の思いを言葉で伝えられるよう
になって、できることもたくさん増え
たね！兄弟でいつも楽しく遊んでいる
ね。
　善の笑顔にいつも元気をもらってい
るよ。本当にありがとう！
� 健史・恵子さ

んの子

ひとのうごき

３月末の住民基本台帳

人　口　　５，８５９　人　（－49)
　男　　　２，８９２　人　（－32)
　女　　　２，９６７　人　（－17)
世　帯　　３，１６２世帯（－14)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さ
んを毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ち
しています！過去に掲載したお子さんも、掲載
後１年経過していれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページ投稿
フォームからお申し込みください！お問い合わ
せは役場まちづくり推進課広報広聴担当まで。
☎２８―３８６３

うちの人気者
投稿フォーム

ち
  ゃ
   ん

ち
  ゃ
   ん ち

  ゃ
   ん善暖

だん

るる

掲載を希望される方は、役場まちづくり推進課商工観光室・広報広聴担当まで

広報あしょろ４月号　№８６４
発　行：足寄町
編　集：まちづくり推進課商工観光室広報広聴担当　
　　　　☎28－3863
〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１
https://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆最近は暖かい日も続くなど春を感じ
る日が続いています。
☆新年度も始まり、新しい生活を迎え
た人も多いことかと思います。新たな
出会いから学ぶことも多いのではない
でしょうか。
☆また生活環境が変わることが多い時
期なので何かと体調を崩したりしやす
い時期でもあるかと思います。皆さん
体調管理には気を付けましょう。
☆本年度も広報あしょろのご愛読のほ
どよろしくお願いします。


